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2

日
射
し
を
反
射
す
る
田
ん
ぼ

の
水
面
に
蒸
し
暑
い
風
が

波
紋
を
起
こ
し
、
山
中
に
は
木
の

葉
の
か
さ
か
さ
と
い
う
音
が
響

く
。昔
な
が
ら
の
日
本
の
風
景
が

残
る
大
仙
市
の
田
ん
ぼ
に
、
田
植

え
の
時
期
が
来
た
。お
そ
ら
く
今

号
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
こ

ろ
に
は
、
大
仙
市
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
規
則
正
し
く
苗
が
植
え
付
け

さ
れ
た
田
ん
ぼ
が
見
ら
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。今
回
は
だ
い
せ
ん
の
農

業
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
。

　

昨
年
の
春
、
大
曲
農
業
高
校
の

雄
物
川
沿
い
の
田
ん
ぼ
で
、
大
仙

市
の
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）が

大
仙
市
内
の
小
学
生
と
一
緒
に
体

を
丸
め
て
田
植
え
の
作
業
を
体
験

し
た
こ
と
を
聞
い
た
。Ａ
Ｌ
Ｔ
は
裸

足
で
泥
に
入
り
、
手
植
え
を
し
な

が
ら
カ
エ
ル
、
魚
な
ど
の
生
き
物

を
発
見
し
、
子
ど
も
の
時
の
泥
遊

び
の
思
い
出
が
蘇
っ
た
。欧
米
で

も
田
植
え
や
麦
の
種
蒔
き
が
行
わ

れ
る
が
、
都
会
出
身
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
た

ち
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
体
験
。不

慣
れ
な
作
業
だ
っ
た
が
、
皆
が
夢

中
に
な
り
楽
し
ん
だ
そ
う
だ
。Ａ

Ｌ
Ｔ
を
笑
顔
で
指
導
し
た
作
物
部

の
担
当・黒
田
一
久
先
生
に
話
し
を

う
か
が
っ
た
。「
稲
作
は
生
活
そ
の

も
の
。生
徒
た
ち
に
も
外
国
の
方

に
も
稲
作
を
教
え
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
い
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

　

先
生
は
一
方
で
、
大
仙
市
の
農

業
の
未
来
を
と
て
も
気
が
か
り
に

し
て
い
た
。「
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
田
ん
ぼ
で
は
す
で
に
人
手
が

足
り
な
く
な
っ
て
、
農
家
が
大
型

機
械
に
頼
ら
な
く
て
は
、や
っ
て
い

け
な
い
」
と
心
配
そ
う
だ
っ
た
。農

事
組
合
法
人
は
、
ほ
場
整
備
事
業

で
田
ん
ぼ
の
整
理
を
進
め
、
機
械

の
効
率
を
あ
げ
て
農
家
の
負
担
を

軽
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
先

生
に
よ
る
と
、そ
の
大
き
く
な
っ
た

田
ん
ぼ
を
一
人
で
扱
お
う
と
し
て

い
る
農
家
は
大
変
そ
う
だ
と
い
う
。

「
農
業
は
個
人
で
や
っ
て
い
け
る

時
代
で
は
な
い
。我
々
が
育
っ
た
こ

の
風
景
を
守
る
た
め
に
、
新
し
い

プ
ラ
ン
の
検
討
が
必
要
だ
」
と
先

生
は
話
さ
れ
た
。そ
し
て
、
人
手
不

足
問
題
を
解
決
す
る
鍵
は
、
大
仙

市
の
若
い
世
代
だ
と
強
調
さ
れ
た
。

「
若
者
に
農
業
に
興
味
を
も
た
せ

る
よ
う
に
す
れ
ば
、
農
家
の
手
伝

い
を
し
て
、
農
業
に
就
く
人
数
が

増
え
る
」
と
い
う
提
案
も
う
か
が

っ
た
。そ
れ
が
学
生
に
田
植
え
を

体
験
さ
せ
る
目
的
の
一
つ
だ
っ
た

と
、先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
日
本
の
農
場
で
、
若

い
人
た
ち
の
活
躍
が
必
要
に
な

る
。田
植
え
交
流
活
動
は
、非
常
に

意
義
深
い
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

「だいせん体験記」
Ｃ
国際交流員
IＲマイルズ・ニールの

外国人が見た
「あきた」と「だいせん」

農業発展の種をまこうNo.6
大仙市の外国語教育と国際化の向上のために現在活躍している
CIR（国際交流員）のマイルズ・ニールさん。
仕事や日常生活で体験した「あきた」、そして「だいせん」とは―。

Miles Neale's Diary of his Experiences in Daisen city

ビニールハウスに並べられた苗

田植えの指導をしてくれた黒田先生

日の光を浴びて輝く田んぼ
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【今号の表紙】
田植え前の田んぼが湖に、太田の散居集落が島
のように見える、ごく限られた期間がありま
す。夕日の傾きとともに黄金から赤

せき

橙
とう

色に変わ
る空と水田の輝き。田植え前にしか出会うこと
ができない光景が初夏の訪れを感じさせてく
れます。 （大台スキー場からの眺望・５月11日）

CONTENTS

自主防災組織を結成して、
自助と近助を強化しよう

自主防災組織支援制度、大花町自主防災委
員会の活動

007

健康通信
子宮頸がん・乳がん検診／６・７月の健診（検
診）日程／定期予防接種ワクチン追加

025

いきいき広場
介護予防のための基本チェックリスト
介護保険事務所からのお知らせ

027

市役所からのお知らせ１
各地域での市長面会日／「介護予防いきいき
隊」／木造住宅耐震診断・耐震改修補助事業 
ほか

008

市役所からのお知らせ２
市立大曲病院看護師募集／子どもカメラマン
教室／市政懇談会を開催／放課後児童クラ
ブ指導員募集／森林ボランティア募集／発
泡スチロール拠点回収 ほか

012

健康の達人
大曲厚生医療センター 緩和ケア科
秋山博実医師「患者さんと家族を支えるた
めに～がんと緩和ケア～」

024

お知らせします  ２つの給付金。
臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金

016市の動き
新病院開院を「善意」で支援／全国広報コン
クールで入選

006

国際交流員マイルズ・ニールの
「だいせん体験記」

農業発展の種をまこう

002

春の叙勲
市内の受章者７人を紹介

004

第88回全国花火競技大会「大曲の花火」
個人用有料観覧席抽選販売

011

問い合わせ
　山の手ホテル ☎ 0187-68-2001
※山の手ホテル、タカヤナギイーストモール
で購入できます。

発行号、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号と必ず
4 4

広報紙の
感想などを記入の上、プレゼント係までお送りください。
当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
応募期限／６月30日（消印有効）

〒014-8601  だいせん日和プレゼント係
ファクス ／  0187-63-1119
Ｅメール ／  kouhou@city.daisen.akita.jp
※Ｅメールの場合は件名に「読者プレゼント」と記入ください。

応募方法 宛 先

地元の素材、シェフの技、山の手の味を凝縮
「YAMANOTE TIME-山の手ホテル至福のひととき」

山の手ホテル（株式会社グランドパレス川端）

だいせん日和

読者プレゼン
ト

「第１回大仙市特産品開発コンクール」奨励賞
受賞の「羽後和牛ビーフカレー」（写真上）、「秋
田県産ポークカレー」（写真右下）、「味噌煮込
みホルモン」

山
の
手
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
が
作
る
羽
後
和

牛
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
、
秋
田
県
産
ポ
ー
ク

カ
レ
ー
、
味
噌
煮
込
み
ホ
ル
モ
ン
の
３
パ
ッ
ク

セ
ッ
ト
を
５
人
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
「YAMANOTE TIME

―
山
の
手
ホ
テ
ル
至
福

の
ひ
と
と
き
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
商
品
は
昨
年
、

同
ホ
テ
ル
オ
ー
プ
ン
20
周
年
に
合
わ
せ
て
発
売

し
た
レ
ト
ル
ト
シ
リ
ー
ズ
。
大
仙
市
産
の
高

品
質
エ
ダ
マ
メ
を
全
国
へ
発
信
す
る
地
域
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（DAISEN GREEN SOYBEANS 

PROJECT

）の
商
品
と
し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

羽
後
和
牛
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
は
昨
年
度
開
か
れ
た

「
第
１
回
大
仙
市
特
産
品
開
発
コ
ン
ク
ー
ル
」で

奨
励
賞
を
受
賞
。
羽
後
和
牛
の
う
ま
味
と
大
仙

市
産
高
品
質
エ
ダ
マ
メ
の
や
さ
し
い
甘
さ
を
凝

縮
し
、
ま
ろ
や
か
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

地
元
の
素
材
と
シ
ェ
フ
の
技
、
山
の
手
ホ
テ

ル
の
味
が
凝
縮
さ
れ
た
逸
品
。
ホ
テ
ル
の
味
を

そ
の
ま
ま
食
卓
で
堪
能
で
き
る
、
ぜ
い
た
く
な

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

広報だいせん

だいせん日和
2014_6月号 vol.220



4

稻
い な

毛
げ

 通
み ち

明
あ き

 さん
（大曲・73歳）
保護司

瑞宝双光章
-更生保護功労-

春の叙勲

昭和59年に保護司を受嘱。平成７年か
ら18年にわたって大仙地区少年保護
育成委員、10年から大曲地区保護司
会理事を歴任。現在も保護司のほか教

きょう

誨
かい

師
し

、篤
とく

志
し

面接委員として活躍中で、
地域の犯罪・非行の予防と犯罪者の社
会復帰の支援に尽力されています。

昭和48年に旧仙北町消防団に入団。平
成10年に同団長、市町村合併を経て、
21年に大仙市消防団副団長に就任。平
成７年に仙北で発生した建物火災で
は、消防水利を確保し消火活動にあた
るなど、40年間にわたって消防活動
に尽力されました。

佐
さ

藤
と う

 曻
のぼる

 さん
（仙北・71歳）
元仙北町消防団長

瑞宝双光章
-消防功労-

春の叙勲

昭和41年に旧南外村消防団に入団。平
成14年に同団団長、市町村合併を経て、
18年に大仙市消防団副団長に就任。平
成７年の３度に及ぶ大雨被害では培っ
た水防技術を生かし懸命に復旧作業に
あたるなど、45年間にわたって住民の
生命と財産を守るため尽力されました。

今
こ ん

野
の

 恭
や す

男
お

 さん
（南外・73歳）
元南外村消防団長

瑞宝双光章
-消防功労-

春の叙勲

国家や公共に対して功労のある方や社会の各分野
で優れた業績のある方を表彰する「叙勲」。
平成26年春の叙勲を受章された市内在住の７人の
方々を紹介します。

春の叙勲
市内の７人が受章
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昭和44年、旧大曲市消防団に入団。平
成13年に同団副団長、市町村合併を経
て、19年に大仙市消防団副団長に就
任。平成10年に大曲で発生した建物火
災では的確な状況判断で近隣住宅へ
の延焼を阻止するなど、42年間にわ
たって消防活動に尽力されました。

小
お

原
ば ら

 善
ぜ ん

市
い ち

 さん
（大曲・73歳）

元大仙市消防団副団長

瑞宝単光章
-消防功労-

春の叙勲

昭和40年、旧大曲市消防団に入団。平成
12年に同団分団長、市町村合併を経て、
20年に大仙市消防団大曲支団長に就
任。平成14年に大曲で発生した建物火
災では中継送水と現場の安全確保を
指揮し延焼拡大を防ぐなど、45年間に
わたって消防活動に尽力されました。

藤
ふ じ

田
た

 良
りょう

次
じ

 さん
（大曲・74歳）

元大仙市消防団大曲支団長

瑞宝単光章
-消防功労-

春の叙勲

昭和36年に能代高校に奉職後、大曲中
学校、教育事務所などを経て大川西根
小学校長、県立保呂羽山少年自然の家
所長、大曲小学校長などを歴任。大曲中
では特別支援学級を担任。退職後も幼
児養護課にて幼稚園指導員を務めるな
ど幅広い教育活動に尽力されました。

坂
さ か

本
も と

 昌
まさし

 さん
（大曲・77歳）
元大曲小学校長

瑞宝双光章
-教育功労-

春の叙勲

昭和47年に大曲黒瀬町で「ほりえ眼科
医院」を開業（現在は大曲上大町）。48年
に高梨小学校の学校医に就任。以後、開
業医として多忙の中、41年間にわたっ
て市内の小・中学校の学校医を務め、児
童・生徒の健康の保持増進と、学校保健
の充実発展のために尽力されました。

堀
ほ り

江
え

 榮
え い

次
じ

 さん
（大曲・81歳）
元小・中学校医

瑞宝双光章
-保健衛生功労-

春の叙勲

　我が国の勲章制度の始まり
は明治８年４月に公布された
「勲章従軍記章制定ノ件」（太
政官布告第54号）がきっかけで
す。この制度は現在の旭日章
のもとになっています。
　以降、明治９年に菊花章、
21年に瑞宝章と宝冠章、また、
昭和12年には文化勲章が制定
されました。
　このうち、旭日章は国家ま
たは公共に対し功労のある方
を対象に、功績の内容に着目
し、顕著な功績を挙げた方に、
瑞宝章は公務等に長年にわた
り従事し、成績を挙げた方に
贈られています。
（参考：内閣府ホームページ）

叙勲のあらまし

［写真］ 瑞宝双光章を受章された方
に贈られる勲章
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全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

だ
い
せ
ん
日
和
平
成
25
年
３
月
号
表
紙
写
真

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

In� ection of the donation

1

2

地
域
中
核
病
院
整
備
支
援
基
金

ふ
る
さ
と
納
税
と
寄
付
金
で
新
病
院
の
環
境
整
備

新
病
院
開
院
を「
善
意
」で
支
援

Public relations

熱気と雪が
まつりを染める
刈和野の大綱引き・前哨戦の「押し合い」（2月10日）

2 0 1 3

3
vol . 1 9 0広

報
だ
い
せ
ん

び 　　　     よ      りおおきなせなかに — 夢を乗せ未
あ

来
す

に羽ばたく元気なまち

全国広報コンクール広報
写真（一枚写真）の部で入
選した平成25年３月号の
表紙写真

５
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
大
曲
厚

生
医
療
セ
ン
タ
ー
に
寄
付
を
寄
せ

た
方
々
へ
の
感
謝
状
の
授
与
式
が
４
月
19

日
、同
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、市
が
感
謝
状

を
受
け
ま
し
た
。

　

JR
大
曲
駅
前
で
進
め
ら
れ
て
い
る
市
街

地
再
開
発
事
業
の
中
核
で
あ
り
、
地
域
住

民
に
と
っ
て
は
長
年
に
わ
た
る
悲
願
だ
っ

た
旧
仙
北
組
合
総
合
病
院
の
移
転
改
築
。

ま
ち
づ
く
り
の
今
後
に
深
く
関
わ
る
事
業

だ
け
に
大
仙
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
の

関
心
は
高
く
、
病
院
建
設
の
早
期
実
現
に

期
待
す
る
多
く
の
方
々
か
ら
寄
付
金
や
ふ

る
さ
と
納
税
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
平
成
23
年
に
、
多
く
の
方
々
か

ら
い
た
だ
い
た
善
意
で
あ
る
寄
付
金
等
を

も
と
に
し
て
「
地
域
中
核
病
院
整
備
支
援

基
金
」を
創
設
し
ま
し
た
。基
金
の
使
い
道

に
つ
い
て
は
病
院
側
と
協
議
。来
院
者
の

利
便
性
の
向
上
と
入
院
患
者
の
療
養
環
境

の
充
実
に
つ
な
が
る
よ
う
な
施
設
整
備
に

基
金
を
活
用
し
た
い
と
の
病
院
側
か
ら
の

要
望
を
踏
ま
え
、
開
院
に
あ
わ
せ
病
院
利

用
者
に
喜
ば
れ
る
も
の
を
贈
ろ
う
と
、
病

院
棟
の
待
合
室
な
ど
に
テ
レ
ビ
を
合
計
19

台
設
置
し
ま
し
た
。ま
た
、市
内
の
バ
ラ
愛

好
家
か
ら
バ
ラ
の
苗
の
寄
贈
が
あ
っ
た
こ

と
を
受
け
、
病
院
棟
４
階
の
緩
和
ケ
ア
病

棟
に
面
し
た
屋
上
庭
園
に
花
壇
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

基
金
の
額
は
お
よ
そ
１
０
７
１
万
円
。

う
ち
、
ふ
る
さ
と
納
税
分
（
病
院
建
設
の
支

援
を
目
的
に
納
付
さ
れ
た
も
の
）
が
８
７
１
万

円
、
病
院
改
築
事
業
の
た
め
の
一
般
寄
付

金
が
２
０
０
万
円
で
す
。

大曲厚生医療センターの小野地章一院
長から感謝状を受ける栗林市長

公
益
社
団
法
人
日
本
広
報
協
会
主
催

の
平
成
26
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
25
年
３
月
号
の
表
紙
写
真
が
広
報

写
真（
一
枚
写
真
）の
部
で
入
選
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
日
本
広
報
協
会
が
地

方
自
治
体
の
広
報
活
動
向
上
の
た
め
、
昭

和
39
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
当

市
広
報
紙
は
８
年
連
続
９
回
に
わ
た
り
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
。全
国
で
の
入
賞

は
２
年
ぶ
り
で
、
今
回
の
入
選
で
通
算
７

回
目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
入
賞
し
た
写
真
は
、
刈
和
野
の
大

綱
引
き
の
前
哨
戦
と
も
い
え
る
、上
町
下
町

の
若
者
ら
に
よ
る「
押
し
合
い
」を
撮
影
し

た
も
の
。審
査
員
か
ら
は
「
降
り
し
き
る
雪

の
中
、若
衆
の
ぶ
つ
か
る
熱
気
で
立
ち
上
が

る
白
い
湯
気
が
祭
り
の
醍
醐
味
を
表
現
し

て
い
る
」「
近
景
に
町
名
が
入
る
半
纏
を
入

れ
た
こ
と
で
市
民
に
も
分
か
り
や
す
く
、臨

場
感
の
あ
る
撮
り
方
に
な
っ
て
い
る
」「
体

か
ら
立
ち
の
ぼ
る
湯
気
や
雪
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
際
立
た
せ
る
た
め
、あ
え
て
モ
ノ
ク

ロ
で
撮
影
し
た
こ
と
で
体
の
輪
郭
と
大
雪

が
強
調
さ
れ
、画
面
に
迫
力
が
充
満
し
て
い

る
」な
ど
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入
賞
は
、ま
ち
の

主
人
公
で
あ
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。こ

れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
ま
ち
を
愛
す
る
気
持

ち
を
も
ち
、ま
ち
の
応
援
団
と
し
て
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
場
の
空
気
や
雰

囲
気
、
音
や
息
づ
か
い
な
ど

が
伝
わ
る
よ
う
な
写
真
で
、

皆
さ
ん
に
も
臨
場
感
を
味
わ

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。



もしも、私たちのまちで大災害が発生したら…。停
電、電話の不通、道路の遮断、火災などにより市

民生活は困難を極め、市や消防などによる「公助」が十
分に機能しないことが考えられます。そんな中で被害
を最小限に食い止めたり軽減したりするためには、自
助（自分を守るための家庭での備え）と近助（住民相互・地域内
の連携・協力）が欠かせません。

　では、そのためには何が必要か。地域の皆さんが防
災・防犯・福祉などという同じ目標に向かって協力し
合って活動する〝仕掛け〟が必要です。その〝仕掛け〟と
なるのが「自主防災組織」。自分たちの手で、自分たち
のまちを守る̶。
　今こそ、自主防災組織を結成しましょう。

【問い合わせ】 総合防災課 ☎0187-63-1111 内線287

補助対象経費 補助金の額

防災資材・
機材の購入費

平成24年１月１
日以降に結成し
たと認められる
自主防災組織等
が初めて交付を
受ける場合

購入費の３分の２以内の額。
限度額は世帯数に応じて次の
区分のとおり。
①200世帯未満＝10万円
②200世帯以上500世帯未満
　　　　　　　　   ＝ 20万円
③500世帯以上＝30万円

上記以外の場合

購入費の２分の１以内の額。
限度額は世帯数に応じて次の
区分のとおり。
①200世帯未満＝５万円
②200世帯以上500世帯未満
　　　　　　   ＝７万5000円
③ 500世帯以上＝10万円

防災訓練の
活動費 ５万円を限度として、活動費の全額

自主防災組織
連絡協議会の
事務費

基礎割（１組織あたり2,000円）に世帯割（１世
帯あたり20円）を加えた額を限度として、事務
費の全額

補助対象経費および補助金の額

※補助金の額に100円未満の端数が生じるときは、切り捨てとなります。
※上記の申請は、それぞれ１年度につき１回までです。

自
主
防
災
組
織
を
支
援

　

新
規
に
結
成
さ
れ
た
自
主
防

災
組
織
に
対
し
、ス
タ
ー
タ
ー
キ

ッ
ト
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
が
行

う
左
表
の
活
動
に
対
し
て
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
防
災
訓
練
活
動
費
の
補
助
対
象
品

目
が
昨
年
度
と
変
わ
っ
て
い
ま
す

の
で
、事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／「
大
仙
市
自
主
防
災

組
織
等
結
成
届
出
書
」を
提

出
し
て
い
る
市
内
の
自
主
防

災
組
織

※
届
出
書
の
様
式
は
、
各
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
お
よ
び
総
合
防
災
課

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
支
援
内
容
／

 

【
ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト
の

無
料
配
布
】

 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
10
個
、
ホ
イ
ッ

ス
ル
３
個
、
ハ
ン
ド
ス
ピ
ー

カ
ー
１
本
、
担
架
１
本
を
無

料
で
配
布
し
ま
す
。

※
配
布
済
み
の
団
体
は
対
象
外

 

【
補
助
金
の
交
付
】

 

自
主
防
災
組
織
が
防
災
資

材・機
材
の
購
入
な
ど
を
行
っ

た
場
合
、左
表
の
区
分
に
応
じ

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

自主防災組織を結成して自
じ

助
じょ

と近
きん

助
じょ

を強化しよう
大仙市は自主防災組織結成率100％を

目指します
  

結
成
の
き
っ
か
け
は
？

　
平
成
16
年
10
月
に
発
生
し

た
新
潟
中
越
地
震
で
の
山
古

志
村
（
現
・
長
岡
市
）
の
惨
状

が
き
っ
か
け
。
住
民
同
士
が

協
力
し
合
っ
て
防
災
・
減
災

に
取
り
組
む
必
要
性
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

  

活
動
内
容
は
？

　
組
織
内
に
①
情
報
班
②
消

防
安
全
班
③
救
命
介
護
班
④

避
難
誘
導
班
⑤
給
食
給
水
班

⑥
水
防
班
―
の
６
つ
の
班
を

置
き
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
家
族

員
数
調
査
（
家
族
総
員
数
、自
立

避
難
（
歩
行
）
困
難
者
、一
人
暮
ら

し
世
帯
、
火
災
警
報
器
設
置
状
況
を

調
査
）
を
行
い
町
内
の
状
況
を

把
握
し
て
い
ま
す
。
平
成
19

年
の
能
登
地
震
の
際
に
効
果

を
発
揮
し
、
石
川
県
輪
島
市

門
前
町
で〝
行
方
不
明
者
ゼ
ロ
〞

に
つ
な
が
っ
た
「
高
齢
者
マ
ッ

プ
」
を
参
考
に
し
た
も
の
。
お

か
げ
で
地
震
や
水
害
時
に
近

所
の
人
が
一
人
暮
ら
し
世
帯
な

ど
に
様
子
を
見
に
行
く
こ
と

が
自
然
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
経
路
・
場
所

や
危
険
箇
所
、
消
火
栓
の
位

置
を
図
示
し
た
「
大
花
町
防

犯
・
防
災
マ
ッ
プ
」
を
各
世
帯

に
配
布
し
、
普
段
か
ら
万
が
一

の
際
の
動
き
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
こ
の
他
、
各
班
が
主
体
と

な
り
消
火
訓
練
や
救
命
講
習

会
、
一
時
避
難
場
所
や
冬
の
避

難
路
・
場
所
の
確
認
、
炊
き

出
し
訓
練
や
非
常
食
の
備
蓄
、

排
水
ポ
ン
プ
の
点
検
・
作
動

試
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

大
切
な
こ
と
は
？

　
防
災
・
減
災
を
心
掛
け
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
隣
近
所
の
連
携
を

深
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
信
頼

関
係
と
〝
向
こ
う
三
軒
両
隣

り
〞
顔
が
見
え
る
近
所
付
き

合
い
が
生
ま
れ
「
近
助
」
に

つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
を
機
能
さ

せ
生
か
す
た
め
に
も
、
私
た

ち
は
隣
近
所
の
付
き
合
い
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

（
大
花
町
町
内
会
長
・
小
山
達
夫

さ
ん
、
大
花
町
自
主
防
災
委
員
会

委
員
長
・
山
信
田
齊
さ
ん
）

Daisen City Public Relations 2014.67

町内の各世帯に配布
している「大花町防
犯・防災マップ」

interview平成18年に自主防災組織を結成し、９年目 ― 大花町自主防災委員会

自主防災組織がまちを守る〝仕掛け〟になります
自分たちの手で

自分たちのまちを守る

自手
自守
じ    しゅ

自主防災組織を結成し、地域住民で連携して活動している方々に話を聞きました
こんな
活動
してます
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６月の市長面会日
　日時／６月25日（水）
　　　　午前10時～正午
　会場／大曲庁舎
　定員／３人（組）
　申込期限／６月18日（水）
　【問い合わせ・申し込み】
 　秘書課 内線 263

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
に
対

す
る
意
見
や
提
案
な
ど
を

市
長
が
直
接
お
聞
き
し
ま
す
。

　

各
地
域
に
出
向
き
、
皆
さ
ん
と

話
し
合
う
市
長
面
会
日
。今
年
度

も
次
の
日
程
で
予
定
し
て
い
ま

す
。面
会
を
希
望
す
る
方
は「
希
望

す
る
時
間
」「
意
見
や
提
案
内
容
」

を
会
場
と
な
る
各
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
（
大
曲
地
域
は
秘
書
課
）
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
面
会
時
間
は
１
人
（
組
）

あ
た
り
30
分
以
内
と
し
ま
す
。ま

た
、
申
し
込
み
は
先
着
順
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
い
日
時
等
は
、そ
の
都
度
、

広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
民
事
に
関
わ
る
も
の
や
宗
教
上
お
よ

び
思
想
上
の
問
題
は
、
ご
遠
慮
願
い

ま
す
。

【問い合わせ】
 各支所市民サービス課
　秘書課 ☎0187-63-1111内線263

市民の皆さんの声を市長が直接伺います

各地域での市長面会日

栗林市長が就任した平
成17年度から始まった
市長面会日。昨年度は9
人の方々と面会し、貴
重なご意見をいただき
ました。

地域 期日 申し込み先 電話番号
大曲 ６月25日（水）、10月１日（水） 秘書課 0187-63-1111
神岡 ７月  ２日（水）

各支所市民サービス課

0187-72-2111
中仙 ７月 16日（水） 0187-56-2111
協和 ７月 23日（水） 018-892-2111
仙北 ７月 29日（火） 0187-63-3003
南外 ８月  ７日（木） 0187-74-2111
太田 ９月25日（木） 0187-88-1111
西仙北 ９月29日（月） 0187-75-1111

今年度の市長面会日（予定）

【問い合わせ】
 高齢者あんしん相談室
 （地域包括支援センター）　

介護予防の普及活動をしてみませんか

「介護予防いきいき隊」養成講座

市
で
は
、行
政
と
一
緒
に
介
護

予
防
の
大
切
さ
を
地
域
に

普
及
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
介
護
予

防
い
き
い
き
隊
」の
隊
員
を
年
１
回

養
成
し
て
い
ま
す
。養
成
講
座
が

始
ま
り
今
年
で
６
年
目
。こ
れ
ま
で

80
人
近
く
の
方
々
が
受
講
し
、
市

内
で
介
護
予
防
教
室
な
ど
を
開
き

活
躍
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

養
成
講
座
で
は
運
動
や
栄
養
、

お
口
の
健
康
づ
く
り
な
ど
を
学
ん

で
い
た
だ
き
、修
了
後
に
い
き
い
き

隊
の
隊
員
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
予
防
の
知
識
や
技
術
を
学

び
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
元

気
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
て
一
緒
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

で
介
護
予
防
の
普
及
に
関
心
が

あ
り
、
市
内
で
介
護
予
防
の
普

及
活
動
が
で
き
る
方

◆
日
時
／
７
月
11
日（
金
）・
31
日

（
木
）の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
２
日
間
の
講
習

◆
会
場
／
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
20
人

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
６
月
20
日（
金
）

※
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、後
日
、詳

し
い
日
程
や
内
容
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
室

 

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

 

中
央

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

 

内
線
１
６
９

 

同 

西
部

 

☎
０
１
８
７（
87
）３
９
７
０

 

同 

東
部

 

☎
０
１
８
７（
56
）７
１
２
５

レクリエーションを取り入れながらできる軽い体操や、ストローを使い口のまわりの
筋肉を鍛えることができるゲーム（写真右）、専門家による講話などを通じて介護予防
について学ぶ養成講座（写真は昨年のもの）



Event WantedInformationHealthSafetyClass

▲▲▲

昨
年
夏
に
市
民
、事
業
者
、市
が

一
丸
と
な
っ
て
平
成
22
年
比

で
10
％
以
上
の
削
減
を
目
標
に
取
り

組
ん
だ
節
電
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
期
間
中
の
最
大
使
用
電
力（
電

力
需
要
の
ピ
ー
ク
）を
比
較
し
た
結
果
、

大
仙
市
全
体
で
23
・
１
％
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
夏
、東
北
電
力
管
内
で
は
、電
力

の
安
定
供
給
に
最
低
限
必
要
な
「
予

備
率
３
％
以
上
」
を
確
保
で
き
る
見

通
し
で
す
。し
か
し
、こ
の
数
値
は
東

日
本
大
震
災
以
降
、
新
た
な
発
電
機

等
の
設
置
や
こ
れ
ま
で
停
止
し
て
い

た
火
力
発
電
所
の
運
転
再
開
な
ど
の

緊
急
的
な
対
策
に
加
え
、
こ
れ
ま
で

の
各
家
庭
や
各
事
業
所
で
の
節
電
行

動
を
前
提
と
し
た
も
の
。決
し
て
余

裕
の
あ
る
数
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
市
で
は
昨
年
と

同
様
「
平
成
22
年
の
最
大
使
用
電
力

比
10
％
の
節
電
」
を
目
標
に
節
電
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
市
関
係
施
設
で
は
、こ
れ
に
加
え「
22
年
電

気
使
用
量
比
20
％
以
上
の
節
電
」
を
目
標

に
行
動
）省
エ
ネ
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
定
着
を
目
指
す
取
り
組
み
と
し
て

市
民
、事
業
者
、市
が
力
を
合
わ
せ
、

夏
の
節
電
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

節
電
に
取
り
組
む
際
は
、
体
調
に

留
意
し
、
事
業
所
で
は
事
業
活
動
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
の
取
り
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

２
０
１
４
夏
の
節
電
ア
ク
シ
ョ
ン

◆
取
組
期
間
／
６
月
１
日（
日
）か
ら

９
月
30
日（
火
）ま
で

◆
取
組
時
間
／

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

◆
節
電
目
標
／
平
成
22
年
の
最
大
使

用
電
力
比
10
％
以
上

※
日
常
生
活
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
、
事

業
活
動
に
影
響
が
生
じ
な
い
範
囲
（
事

業
所
の
照
明
、
空
調
な
ど
）で
自
主
的
に

目
標
を
設
定
し
、
節
電
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

みんなで続けよう

2014夏の節電アクション
【問い合わせ】
 環境交通安全課
 ☎0187-63-1111 内線277

７月 ８月

供給力 1,505 1,553

最大電力需要
（平成 22年並みの猛暑、節電あり） 1,420 1,445

供給予備力
（供給力 - 最大電力） 85 108

供給予備率
（供給予備力÷ 最大電力需要× 100） 6.0％ 7.5％

今夏の電力需給の見通し

※国の電力需給に関する検討会合より

（単位：万kW）

　

①使用する場合は
28℃（室温）を
目安にする。

②つけっぱなしに
せず、部屋にい
ない時はスイッ
チを切る。

③カーテン、ブラ
インド、すだれ
などで窓から
の日差しを和ら
げ、冷房の消費
電力を下げる。

エアコン

④無理のない範囲でエアコン
を消して、扇風機を使う。

削減率10%①～③

を消して、扇風機を使う。

削減率50%
※家庭でのピーク時の電力使用量の約
半分がエアコン利用です。節電の取
り組みとして、特に①～④の取り組
みをお勧めします。

⑤冷蔵庫の設定を「強」か
ら「中」に変える。扉を
開ける時間を減らし、
食品を詰め込まない。

冷蔵庫

削減率２%

ら「中」に変える。扉を
開ける時間を減らし、
食品を詰め込まない。 削減率削減率削減率２%%

⑩早朝にタイマー機
能で１日分まとめ
て炊飯して、冷蔵庫
に保存する。

ジャー炊飯器

削減率２%
て炊飯して、冷蔵庫

削減率削減率２%%

⑥日中は照明を消す。
夜間も照明をできる
だけ減らす。

照明

削減率５%

⑥日中は照明を消す。

削減率削減率５%%

⑦省エネモードに
設定する。

 画面の輝度を下
げ、必要な時以
外は消す。

テレビ

待機電力

削減率２%削減率削減率２%%

⑪リモコンの電源ではな
く、本体の主電源を切
る。長時間使用しない
機器については、プラグ
をコンセントから抜く。

⑧便座保温・温水のオフ
機能、タイマー節電機
能を活用する。

⑨⑧の機能がない場合は
プラグをコンセントか
ら抜いておく。

温水洗浄便座

削減率１%

削減率２%

⑨⑧の機能がない場合は
プラグをコンセントかプラグをコンセントか

削減率削減率１%%

家庭での節電対策メニュー 家庭での節電対策メニュー 
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※出典：資源エネルギー庁
　削減率：在宅世帯の日中の平均的消費電力（午後２時：
約1,200㍗）に対する削減消費電力の目安



Event WantedInformationHealthSafetyClass

▲▲

住
環
境
の
安
全
を
守
る
た

め
、市
で
は
、住
宅
の
耐
震

診
断
ま
た
は
耐
震
診
断
で
危
険
と

判
定
さ
れ
た
住
宅
の
耐
震
改
修
を

行
う
場
合
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す（
申
請
時
、未
契
約
の
も
の
）。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.city.

daisen.akita.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
対
象
住
宅
／

 

【
共
通
事
項
】

○
市
内
に
あ
る
住
宅

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
戸
建
て
住
宅
で

あ
る
こ
と

○
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
の
場
合

は
、
店
舗
部
分
の
床
面
積
が
延

べ
面
積
の
２
分
の
１
未
満
で
あ

る
こ
と

 

【
耐
震
診
断
】

○
構
造
が
木
造
軸
組
工
法
、
ま
た

は
枠
組
壁
工
法
の
い
ず
れ
か
で

あ
る
こ
と

○
過
去
に
こ
の
事
業
に
よ
る
補
助

金
の
交
付
を
受
け
て
耐
震
診
断

を
し
て
い
な
い
こ
と

 

【
耐
震
改
修
】

○
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造

評
点
が
１・
０
未
満
と
判
定
さ

れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

◆
補
助
金
／

 

【
耐
震
診
断
】上
限
３
万
円

※
一
般
的
な
耐
震
診
断
費
用
は
、
１
戸

当
た
り
５
万
円
程
度
（
延
べ
床
面
積

１
６
６
平
方
㍍
未
満
の
場
合
）

 

【
耐
震
改
修
】上
限
50
万
円

※
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
と
の

併
用
可

◆
応
募
締
切
／
12
月
10
日（
水
）

◆
募
集
数
／

 

【
耐
震
診
断
】先
着
５
戸

 

【
耐
震
改
修
】若
干
名

◆
そ
の
他
／
診
断
の
申
し
込
み
前

に
事
前
確
認
が
必
要
で
す
。ま

ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ・申し込み】
 建築住宅課（大曲南庁舎２階）
 ☎ 0187-66-4909

住環境の安全を守るため
木造住宅耐震診断・

耐震改修補助事業

10

耐震診断評価

上部構造評点を1.0未満から1.0以上にするための耐震改修を行う場合
に補助金の交付を受けることができます。ただし、条件等があります
ので申し込み前に事前相談を受けてください。

上部構造評点 判定 内容
1.5 以上 倒壊しない ◎安全ですが点検を行いましょう

1.0以上、1.5未満 一応倒壊しない ○より安全にするために点検補修
　しましょう

0.7以上、1.0未満 倒壊する可能性がある △補強工事を行い、1.0以上にしま
　しょう

0.7未満 倒壊する可能性が高い ×早めに補強工事を行い、1.0以上
　にしましょう→

→

【問い合わせ】
 スポーツ振興課
 ☎ 0187-63-1111 内線 344

〝だいせん〟をぐるっと歩こう

市内のウオーキングイベント

鮮
や
か
な
新
緑
と
さ
わ
や
か

な
風
、暖
か
い
日
差
し
が
ふ

り
そ
そ
ぐ
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

手
軽
に
で
き
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
「
大
仙
市
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
、
自
然
や
景

色
、史
跡
、観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、

市
内
各
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

生
か
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。（
マ
ッ
プ
は
、

市
内
の
体
育
施
設
に
用
意
し
て
い
ま
す
）

　

コ
ー
ス
は
４
㌔
か
ら
10
・
５
㌔

ま
で
の
全
８
コ
ー
ス
。ス
タ
ー
ト

や
ゴ
ー
ル
、
折
り
返
し
地
点
に
は

看
板
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。気

軽
に
手
軽
に
で
き
る
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
。季
節
ご
と
、地
域
ご
と
に
違
っ

た
景
色
を
眺
め
な
が
ら
健
康
づ
く

り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
全
８
コ
ー
ス
で
行
わ
れ

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
し
て
い
ま
す
（
太
田
地
域
は
終
了
）

の
で
、ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

期日 イベント名 地域 問い合わせ
６月  ７日（土）ぬく森グリーンウオーキング 西仙北 西仙北中央公民館  ☎ 0187-75-1115
６月  ８日（日）南外の緑里山ウオーキング 南外 南外公民館 ☎ 0187-74-2130
６月15日（日）さわやかウオーキング 神岡 神岡中央公民館 ☎ 0187-72-2501
６月15日（日）大曲なかよしウオーキング 大曲 大曲スポーツクラブ ☎0187-63-1122
６月29日（日）ウオーキング交流会 中仙 中仙スポーツクラブ ☎0187-56-7201
７月27日（日）ウオーキング交流会 協和 協和スポーツクラブ ☎018-892-3128
10月13日（月）史跡の里ふれあいウオーキング 仙北 仙北公民館 ☎ 0187-69-3333
10月19日（日）中仙ファミリー健康ウオーキング 中仙 中仙公民館 ☎ 0187-56-7201

今後開催予定のウオーキングイベント　※太田地域は終了。詳細は今後の広報でお知らせします。

地域それぞれの特色を生かした
ウオーキングイベント。皆さん
の参加をお待ちしています。
（写真上から大曲、西仙北、仙北
のウオーキングイベント）
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◆申し込み方法／
【往信と印刷されている面】
 左側（往信の宛名面）に次の申込先
を記入し、右側（返信の文面）には
何も書かないでください。
◆申込先／
 〒014-0016
 大仙市若竹町33-7
 大曲商工会議所内
 全国花火競技大会 「大曲の花火」
 有料観覧席係
【返信と印刷されている面】
　左側（返信の宛名面）に申込者の住
所と氏名を記入してください。
　右側（往信の文面）に「大曲の花火 
有料観覧席希望」と記入し、希望
する席（Ａ席、Ｃ席、Ｐ席のうち１つ）
と希望するマス数（２マスまで）、申
込者の郵便番号、住所、氏名、電話
番号（①携帯電話など日中必ず連絡が
取れるもの②自宅―の２つ）を記入
してください。
◆申込期間／６月２日（月）から
 ６日（金）まで ※消印有効
◆申し込み制限／Ａ席・Ｃ席・Ｐ席の
うち１種類を１家族２マスまで
◆抽選日／６月19日（木）
※結果を返信はがきでお知らせします。
◆観覧席券発送期間／
 ８月１日（金）から８日（金）まで
◆支払方法／宅配便代引き
※ 代引き手数料と送料は購入者の負担
となります。

往復はがきでの販売
 専用ホームページから申し込み
できます。利用規約をお読みいた
だき、画面の案内に従って操作し
てください。インターネット回線
の混雑を緩和するため、事前登録
（ID・パスワード等を発行）にご協力く
ださい。
◆事前登録期間／７月１日（火）正
午から受付期間終了時まで
◆受付期間／７月７日（月）の正午
から10日（木）の午後４時まで
◆専用ホームページ／
 http://www.oomagari-hanabi.com/
◆申し込み制限／Ａ席・Ｃ席・Ｐ席の
うち１種類を１家族２マスまで
◆抽選日／７月18日（金）
※ 当選された方には、登録メールアドレ
スに連絡します。
◆観覧席券発送期間／
 ８月１日（金）から８日（金）まで
◆支払方法／宅配便代引き
※ 代引き手数料と送料は購入者の負担
となります。

インターネットでの販売

抽選販売を行います第
88
回
全
国
花
火
競
技
大
会
８
月
23
日（
土
）開
催

　抽選で1,600人の方に販売します。
◆対象／高校生以上の方
◆期日／７月６日（日）
◆受付終了時間／午前８時　
※ 受付終了時間までに来場された全ての
方を対象に抽選を行います（先着順で
はありません）。午前８時以降は受け付
けできませんのでご注意ください。
◆会場／大曲市民会館
※ 抽選会場の事前開放は行いません。
※観覧席券購入のための場所取りや会
場周辺への路上駐車を禁じます。
◆購入制限／Ａ席・Ｃ席・Ｐ席のうち
 １種類を１人３マスまで
◆持参するもの／本人確認ができ
るもの（運転免許証、健康保険証など）

※提示がないときは、購入できない場合
があります。

大曲市民会館での直接販売

個人用
有料観覧席
　販売方法は「往復はがきでの販売」「インターネット
での販売」「大曲市民会館での直接販売」で、いずれも抽
選での販売です。
※直接購入の場合は、本人確認できるものが必要です。
※転売目的の購入は禁止しています。

　【問い合わせ】 大曲商工会議所 ☎0187-62-1262 

個人用有料観覧席料金

コンパネ敷き畳２枚分（1.8m × 1.8m）
23,000円１マス／Ａ席

定員／６人

堤防斜面の席（２m×２m）
15,000円１マス／Ｃ席

定員／５人

Ｐ席
定員／２人 コンパネ敷き畳１枚分（1.8m × 0.9m）

8,000円１マス／ ※ペア席

※Ｐ席は大曲花火大橋側A席の南隣に変更となります。
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大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会

無
料
出
前
講
座

　

詳
し
い
内
容
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
の
団
体
や
グ
ル

ー
プ（
事
業
所
な
ど
を
除
く
）

※
講
座
は
１
団
体
１
回
の
み

◆
実
施
期
間
／
８
月
１
日
（
金
）

か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日

（
火
）ま
で
の
う
ち
の
希
望
日

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
、
調
整
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
募
集
団
体
数
／
８
団
体

◆
申
し
込
み
方
法
／
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
中
央
、西
部
、東
部

の
各
分
室
お
よ
び
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
い
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
／
６
月
30
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７（
62
）９
３
０
１

参加者募集

開催募集

テーマ 講師
うつ病の正しい理解 医師
高齢者の心の健康 寺院住職
時の間で～やさしさと

ふれあうひととき～ 元県職員

コミュニケーションのとり方 精神保健福祉士
メンタルヘルスケアについて

臨床心理士子育てで自分の心を育てる
親子コミュニケーションで
育てる子どものこころ

こころの健康講演会無料出前講座

　

市
立
大
曲
病
院
に
勤
務
す

る
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。選

考
は
筆
記
試
験（
適
性
試
験
・
小
論

文
）と
面
接
で
行
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格
／
昭
和
57
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で

看
護
師
資
格
が
あ
る
方（
採
用

時
ま
で
の
取
得
見
込
み
可
）

◆
募
集
人
員
／
若
干
名

◆
申
込
書
請
求
／
６
月
２
日

（
月
）
か
ら
申
込
書
を
交
付
し

ま
す
。市
役
所
総
務
課
と
市

立
大
曲
病
院
で
申
込
書
を
交

付
す
る
ほ
か
、
郵
便
請
求
も

で
き
ま
す
。郵
便
請
求
の
場

合
は
、封
筒
の
表
に「
職
員（
看

護
師
）
採
用
試
験
」
と
朱
書
き

の
上
、
１
２
０
円
切
手
を
貼

り
、
郵
便
番
号
と
宛
先
を
明

記
し
た
返
信
用
封
筒（
角
２
型
）

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間
／
６
月
２
日
（
月
）

か
ら
７
月
11
日（
金
）ま
で
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分（
土・日
、祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

◆
試
験
日
／

 

【
適
性
試
験・小
論
文
】

 

７
月
27
日（
日
）

 

【
面
接
】８
月
11
日（
月
）

◆
試
験
会
場
／

 

市
立
大
曲
病
院
２
階
会
議
室

◆
合
格
発
表
／
８
月
25
日（
月
）

※
大
曲
庁
舎
掲
示
板
と
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
合
格
者
の
受
験
番
号
を
掲

示
し
ま
す
。

◆
採
用
予
定
日
／

 

平
成
27
年
４
月
１
日

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】　
 

〒
０
１
４
―
８
６
０
１

 

大
仙
市
役
所
総
務
課

 

内
線
２
０
４・２
０
６

市
立
大
曲
病
院
看
護
師
募
集

職員募集

市立大曲病院

チケット
残りわずか！
TUBE LIVE
AROUND
2014
◆日時／６月12日（木）
 午後６時30分開演
 （午後５時45分開場）
◆会場／大曲市民会館
◆料金／7,500円（全席指定）
◆チケット販売／大曲市民
会館、ローソンチケット（Lコ
ード:26042）、チケットぴあ（P
コード:224-860）、イープラス

【問い合わせ】
 大曲市民会館（月曜休館）
　☎0187-63-8766

６月は市県民税（普通徴
収）１期の納付月です。
忘れずに納期内の完
納をお願いします。
納付期限／

６月30日（月）

Tax Info.

出
前
講
座

パ
ソ
コ
ン
教
室

　

初
心
者
の
方
を
対
象
に
し
た

出
前
講
座
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

２
日
間
の
日
程
で
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作（
電
源
の
入
切
、
マ
ウ

ス
・
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
、文
字
入

力
操
作
な
ど
）を
学
び
ま
す
。ぜ
ひ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
18
歳
以
上
で
、
パ
ソ
コ

ン
に
初
め
て
触
れ
る
な
ど
の

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方

◆
期
日
／

 

６
月
24
日（
火
）・
25
日（
水
）

◆
時
間
／

 
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
会
場
／
中
仙
庁
舎

◆
定
員
／
12
人

◆
受
講
料
／
５
０
０
円

 

（
テ
キ
ス
ト
代
）

◆
申
し
込
み
開
始
／
６
月
４
日

（
水
）午
前
９
時
〜

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

情
報
シ
ス
テ
ム
課

 

内
線
３
８
３



EventHealthSafetyClass

▲▲ ▲

WantedInformation

▲▲

参加者募集

西仙北火葬場の
一時休止

　火葬炉修理のため次の期
間、西仙北火葬場を一時休止
します。休止期間中は、大曲
中央斎場、南部斎場（美郷町）、
北部斎場（仙北市）をご利用く
ださるようお願いします。
　なお、死亡届や斎場使用許
可申請は通常どおり各支所
市民サービス課と市民課（月
曜から金曜）、各庁舎日直（土・
日、祝日）で受け付けます。
◆休止期間／６月７日（土）
から13日（金）まで

【問い合わせ】
 西仙北支所市民サービス課

国
民
文
化
祭・あ
き
た
２
０
１
４ 

大
仙
市
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

こ
ど
も
カ
メ
ラ
マ
ン
教
室

　
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
に
触
れ
て
、

未
来
の
木
村
伊
兵
衛
を
目
指
し

て
み
ま
せ
ん
か
。市
で
は「
未
来
の

木
村
伊
兵
衛
を
育
て
た
い
」
と
い

う
指
導
者
向
け
教
室
と
親
子
カ

メ
ラ
マ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

※
撮
影
し
た
写
真
は
「
秋
田
美
人
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
応
募
で
き

ま
す
。

【
こ
ど
も
カ
メ
ラ
マ
ン

指
導
者
育
成
教
室
】

 

対
象
／
写
真
愛
好
家
で
、
子

ど
も
向
け
写
真
撮
影
指
導
に

関
心
の
あ
る
方

※
翌
日
行
わ
れ
る
「
親
子
カ
メ
ラ
マ

ン
教
室
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
で
き
る
方
を
優
先

 

日
時
／
７
月
５
日（
土
）午
後

１
時
〜
５
時

 

定
員
／
20
人
程
度

【
親
子
カ
メ
ラ
マ
ン
教
室
】

 

対
象
／
小
学
校
低
学
年
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
（
お
じ
い
ち
ゃ

ん・お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
参
加
も
可
）

※
カ
メ
ラ
は
貸
し
出
し
ま
す
（
持
ち

込
み
可
）

 

日
時
／
７
月
６
日（
日
）①
午

前
９
時
〜
正
午
②
午
後
１
時

〜
４
時

 
定
員
／
各
回
10
組

◆
会
場
／
は
ぴ
ね
す
大
仙

◆
講
師
／
中
村
こ
ど
も
さ
ん

 

（
こ
ど
も
専
門
写
真
家
・
コ
ド
グ
ラ

フ
主
宰
者
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

生
涯
学
習
課 

内
線
３
３
９

 

　

kokubunsai@
city.daisen.akita.jp

各地域の検査日程
地域 日時 会場
協和 ７月  ３日（木） 午前９時30分～ 11時 30分 協和庁舎車庫棟
神岡 午後１時30分～３時 神岡庁舎車庫棟
南外 ７月  ４ 日（金） 午前10時～正午 南外庁舎車庫棟
仙北 午後１時30分～３時 仙北庁舎市民ホール
太田 ７月  ７ 日（月） 午前10時～正午 太田文化プラザ
中仙 午後１時30分～４時 中仙農村環境改善センター
西仙北 ７月  ８ 日（火） 午前10時～午後３時 西仙北中央公民館

大曲
７月  ９  日（水） 午前10時～午後４時

大曲体育館７月10日（木） 午前10時～午後４時
７月11日（金） 午前10時～午後３時

　

特
定
計
量
器
定
期
検
査
は
、

取
り
引
き
や
証
明
に
使
用
す
る

計
量
器
を
検
査
す
る
も
の
で
、

２
年
に
１
回
行
わ
れ
ま
す
。

 

特
定
計
量
器
定
期
検
査
を
下

表
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

営
業
用
・
業
務
用
の
は
か
り
を

お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
業
務
に
は
か
り
を
使
用
し
て
い
る

方
で
６
月
20
日
ま
で
に
検
査
通
知

書
が
届
か
な
い
方
、
平
成
24
年
度

以
降
に
は
か
り
を
購
入
し
た
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
持
参
す
る
も
の
／

 

手
数
料（
は
か
り
の
種
類
に
よ
っ

て
金
額
が
異
な
り
ま
す
）、
検
査

通
知
書

【
問
い
合
わ
せ
】

 

商
工
観
光
課 

内
線
２
５
１

２
年
に
一
度
必
ず
検
査
が
必
要
で
す

特
定
計
量
器
定
期
検
査

180㍑当たりのくみ取り料金
（税込み）

改定前 1,600円
改定後 1,646 円

し尿くみ取り料金が
変わりました
　４月１日から消費税率が
５％から８％に引き上げら
れたことに伴い、し尿くみ取
り料金が次の通り変わって
います。皆さんのご理解をお
願いします。
【問い合わせ】
 環境交通安全課 内線275

※し尿くみ取り数量180㍑まで
は、1,646円。180㍑を超えた
場合は、90㍑ごとに823円が
加算されます。

中仙農村環境改善センター

特定計量器
※写真はイメージ

Daisen City Public Relations 2014.613

参加者募集
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム

韓
国
文
化
サ
ロ
ン

　
「
韓
国
ド
ラ
マ
や
Ｋ
―
Ｐ
O
Ｐ

で
好
き
に
な
っ
た
韓
国
の
文
化

を
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」

「
韓
国
語
で
歌
っ
て
み
た
い
！

で
も
韓
国
語
が
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
方
は
い
ま
せ
ん
か
。韓

国
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
文
化

交
流
の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。こ
れ
か
ら
文
化
交
流
活
動

を
し
て
み
た
い
と
い
う
方
も
大

歓
迎
で
す
。

※
申
し
込
み
不
要
。１
回
の
み
の
参

加
も
可

◆
対
象
／
文
化
交
流
に
興
味
の

あ
る
方

◆
日
時
／
①
６
月
12
日（
木
）②

６
月
26
日（
木
）③
７
月
10
日

（
木
）
午
後
２
時
30
分
〜
３
時

30
分

◆
会
場
／
市
民
活
動
交
流
拠
点

セ
ン
タ
ー
（
Ａ
ｎ
ｂ
ｅ
ｅ
大
曲

２
階
）

◆
参
加
費
／
無
料

◆
講
師
／
ユ
・
ウ
ギ
ョ
ン
さ
ん

（
市
国
際
交
流
員
）

◆
内
容
／
①
韓
国
料
理
②
韓
国

人
の
週
末
③
韓
国
の
結
婚
式

【
問
い
合
わ
せ
】

 

男
女
共
同
参
画・交
流
推
進
課 

 

☎
０
１
８
７（
88
）８
０
３
９



14

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

入場には整理券が必要です
海上自衛隊大湊
音楽隊コンサート

◆整理券配布日時／
 ６月14日（土）・15日（日）
午前９時～
◆配布会場／中仙市民会館
（ドンパル）
※枚数に限りがあります。
◆コンサート日時／
 ６月29日（日）午後２時開
演（午後１時30分開場）
◆会場／中仙市民会館（ドン
パル）

【問い合わせ】
 中仙市民会館（ドンパル）
　☎0187-56-7200

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集

　

選
考
は
面
接
で
行
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
子
育
て
支
援
と
児

童
健
全
育
成
に
関
心
の
あ
る
方

※
教
育
職
員
免
許
状
、保
育
士
資
格
、

児
童
厚
生
指
導
員
資
格
の
い
ず
れ

か
を
取
得
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

採
用
後
に
児
童
公
正
指
導
員
資
格

を
取
得
で
き
る
方

◆
勤
務
時
間
／
月
曜
か
ら
土
曜

日
ま
で
の
午
後
１
時
〜
７
時

※
土
曜
日
な
ど
学
校
休
校
日
は
、
午

前
７
時
30
分
〜
午
後
１
時
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
日
曜
、祝
日
、お
盆
、年
末
年
始
休
み

◆
勤
務
場
所
／
大
曲
地
域
の
児

童
ク
ラ
ブ

◆
賃
金
／
時
給
７
９
０
円

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
を
児
童
家
庭
課

に
提
出（
郵
送
可
）

※
資
格
を
取
得
し
て
い
る
方
は
、
資

格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
／
６
月
13
日（
金
）

※
必
着

◆
採
用
予
定
日
／
７
月
１
日

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

〒
０
１
４
―
８
６
０
１

 

大
仙
市
役
所
児
童
家
庭
課

 

内
線
１
２
９

臨時職員募集

６月は市県民税（普通徴
収）１期の納付月です。
忘れずに納期内の完
納をお願いします。
納付期限／

６月30日（月）

Tax Info.

有
効
期
間
満
了
の

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

上
水
道
区
域
内
で
今
年
度
有

効
期
間
が
満
了
に
な
る
水
道
メ

ー
タ
ー
を
対
象
に
交
換
作
業
を

行
い
ま
す
。交
換
は
市
か
ら
委

託
を
受
け
た
業
者
の
交
換
員
が

行
い
ま
す（
水
道
局
の
腕
章
と
身
分

証
明
書
を
胸
に
付
け
て
い
ま
す
）。

※
不
在
で
も
交
換
で
き
る
場
合
は
実

施
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
地
域
／
大
曲
地
域
と
仙

北
地
域
の
一
部

◆
期
間
／
６
月
１
日（
日
）か
ら

10
月
31
日（
金
）ま
で

◆
時
間
／

 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
問
い
合
わ
せ
】

 

上
水
道
課 

内
線
１
２
４

腕章を
付けた
交換員が
伺います

水道局マスコット
キャラクター
ぽたぽん

期日 時間 会場

６月23日（月）午前10時～ 南外コミュニティセンター
午後１時30分～ サンクエスト大曲

６月24日（火）午前10時～ 内小友公民館
午後１時30分～ 角間川公民館

６月25日（水）午前10時～ 神岡福祉センター
午後１時30分～ 中仙農村環境改善センター

６月26日（木）午前10時～ 西仙北庁舎
午後１時30分～ 協和庁舎

６月27日（金）午前10時～ 太田文化プラザ
午後１時30分～ 仙北庁舎

よ
り
開
か
れ
た

市
議
会
を
目
指
し
て

市
政
懇
談
会
を
開
催

　

大
仙
市
議
会
で
は
、議
員
が
各

地
域
に
出
向
き
、議
会
活
動
や
議

案
審
議
の
状
況
を
説
明
し
意
見

交
換
を
行
う「
市
政
懇
談
会
」を

左
表
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

議
会
事
務
局 
内
線
３
０
３

野
外
焼
却
は

禁
止

　
「
近
所
で
燃
や
し
て
い
る
ご

み
の
煙
で
困
っ
て
い
る
」「
洗
濯

物
に
煙
の
臭
い
が
つ
い
て
困
っ

て
い
る
」
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。ご
み
を
燃
や

す
と
煙
や
悪
臭
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
、生
活
環
境
の
悪
化
、有
害
物

質
に
よ
る
健
康
悪
化
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が
出
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
は
、
焼

か
ず
に
指
定
さ
れ
た
日
に
正
し

く
分
別
し
て
集
積
所
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
野
外
焼
却
し
た
場
合
は
罰
則
が
あ

り
ま
す
。違
反
し
た
場
合
は
、５
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
千
万
円
以

下
の
罰
金
、
も
し
く
は
そ
の
両
方

が
科
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
７
５
・２
７
７

 

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合 

 

消
防
本
部
予
防
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）０
３
１
６



EventHealthSafetyClass

▲▲▲ ▲

WantedInformation

▲▲ ▲

貴重な資源をリサイクルしよう
発泡スチロール拠点回収

　発泡スチロールは汚れを落とし、ラベ
ル等を剝がして出してください。指定さ
れた時間・場所に収集車が待機していま
すので、必ず指定された時間内に持ち込
んでください。
※最寄りの会場でなく、時間の都合がつく会場
へ持ち込むこともできます。
◆回収するもの／魚箱等の容器、電化製品
等のこん包に使用されているものなど
◆回収しないもの／食品用トレイ（最寄り
の拠点回収ボックスへ）、事業用・建築資材
として使用されているもの（産業廃棄物
のため、回収できません）、汚れのひどいも
の（リサイクルできないた
め、細かくして燃やせるごみ

に出してください）など
【問い合わせ】
 各支所市民サービス課
 環境交通安全課 内線275

※発泡スチロールの排出量が多い場合等、やむ
を得ない理由により、多少時間がずれ込む場
合があります。

発泡スチロール拠点回収
各地域の回収日程
期日 時間 会場 時間 会場

8:30～
9:00 内小友公民館

8:45～
9:15

峰吉川基幹              
集落センター

9:30～
10:15 南外庁舎

9:30～
10:15 協和庁舎

10:30～
11:00

南小学区コミュ
ニティセンター

10:30～
11:15

協和市民セン
ター（和ピア）

13:00～
13:40

西仙北
中央公民館

14:00～
14:30

協和公民館
淀川分館

13:55～
14:20

土川地区
公民館

14:45～
15:30

強首地区
公民館

14:50～
15:15 北楢岡公民館

15:45～
16:30

大沢郷地区
公民館

15:30～
16:15 神岡庁舎

8:30～
9:00

中仙公民館
豊川分館

8:30～
9:15

中仙公民館
清水分館

9:15～
9:45

中仙公民館
豊岡分館

9:40～
11:00 仙北庁舎

10:10～
10:55 太田庁舎

13:00～
13:45 角間川公民館

13:30～
14:15 中仙庁舎

14:00～
14:45 藤木公民館

14:45～
15:15 四ツ屋公民館

15:00～
15:45

大川西根
公民館

15:30～
16:15 花館公民館

16:00～
16:45 大曲庁舎

６
／
７
土

６
／
８
日

【
作
文
の
部
】水
道
に
関
す
る
も
の

 
対
象・字
数
／

 
○
小
学
１
年
〜
３
年・

 

８
０
０
字
以
上

 

○
小
学
４
年
〜
６
年・

 
１
２
０
０
字
以
上

　

○
中
学
生・１
６
０
０
字
以
上

【
習
字
の
部
】

 

対
象・題
材
／

 

○
小
学
１
年
〜
３
年・「
み
ず
」

 

○
小
学
４
年
〜
６
年・

「
水
道
週
間
」

【
図
画
の
部
】

 

水
道
に
関
す
る
も
の

※
標
語
は
入
れ
な
い
こ
と

 

対
象
／
小・中
学
生

【
標
語
】水
道
に
関
す
る
も
の

 

対
象
／
制
限
な
し

◆
応
募
期
限
／
７
月
10
日（
木
）

※
当
日
消
印
有
効

◆
応
募
先
／

 

〒
１
０
２
―
０
０
７
４

 

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南

４
―
８
―
９

 

水
道
会
館
内
日
本
水
道
新
聞
社

 
「
水
道
週
間
懸
賞
募
集
係
」

※
６
月
30
日（
月
）ま
で
に
作
品
を
上

水
道
課
に
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
市
で
送
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

上
水
道
課 
内
線
１
２
１

○
小
学
４
年
〜
６
年・

「
水
道
週
間
」

【
問
い
合
わ
せ
】

あ
な
た
の
作
品
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

お
い
し
い
な 

だ
い
じ
な
お
水

ご
く
ご
く
り

全
国
水
道
週
間
作
品
募
集

作品募集

貴重な資源を
大切にしよう

循環型社会形成推進
キャラクター
しげんくん
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地
域
の
桜
を
守
ろ
う

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
「
八
乙
女
山
を
守
る
会
」
で

は
、
桜
の
再
生
に
向
け
た
環
境

整
備
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

◆
作
業
内
容
／
つ
る
切
り
、
カ

ヤ
な
ど
の
下
払
い
、施
肥
、花

の
植
栽

◆
日
時
／
６
月
22
日（
日
）

 

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

 

（
小
雨
決
行
）

◆
集
合
場
所
／
八
乙
女
交
流
セ

ン
タ
ー
前
駐
車
場

◆
参
加
費
／
５
０
０
円
（
記
念

品
、昼
食
、傷
害
保
険
料
を
含
む
）

※
小
学
生
は
無
料

◆
申
し
込
み
方
法
／
住
所
、
氏

名
、年
齢
、希
望
す
る
作
業
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
／
６
月
17
日（
火
）

◆
持
参
す
る
も
の
／
作
業
用
の

道
具（
剪せ
ん

定て
い

ば
さ
み
、ナ
タ
、ノ
コ

ギ
リ
、刈
払
機
な
ど
）、飲
料
水
、

着
替
え
下
着
、雨
具
な
ど

◆
服
装
／
帽
子
、長
袖
上
着
、長

袖
シ
ャ
ツ
、長
ズ
ボ
ン
、長
く

つ
、
手
袋
、
タ
オ
ル
な
ど
、
ヤ

ブ
の
中
で
作
業
が
で
き
る
も

の
を
着
用

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

中
仙
公
民
館
長
野
分
館

 

☎
０
１
８
７（
56
）４
１
２
０

参加者募集

前
期
開
講
の
お
知
ら
せ

大
仙
市
民
大
学

　

今
年
度
は
「
く
ら
し
の
安
全

を
ま
も
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
ま
す
。

※
後
期
は
12
月
に
開
催
予
定
で
す
。

◆
日
時
／
６
月
27
日（
金
）

 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

◆
集
合
場
所
／
大
曲
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
18
人

◆
受
講
料
／
無
料

◆
内
容
／
防
災
に
関
す
る
講
話

（
講
師
・
市
総
合
防
災
課
管
理
監
）、

施
設
見
学
（
秋
田
県
防
災
学
習

館・由
利
本
荘
市
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

生
涯
学
習
課 

内
線
３
３
８

受講者募集
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Ｑ
自
分
が
市
民
税（
住
民
税
）

が
課
税
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
、
ど
う
す
れ
ば
分
か
り

ま
す
か
。

Ａ
例
え
ば
、
次
に
該
当
す

る
場
合
は
基
本
的
に
市

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。

○ 

ご
自
身
の
給
与
支
給
明
細
書

の「
市
民
税
ま
た
は
住
民
税
」

の
項
目
に
課
税
額
が
記
載
さ

れ
て
い
る
場
合

○ 

65
歳
以
上
の
方
で
、
７
月
に

発
送
さ
れ
る
介
護
保
険
料
額

決
定
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る「
所
得
段
階
」が
７
段
階

以
上
と
な
っ
て
い
る
場
合

○ 

市
県
民
税
の
納
税
通
知
書
が

届
い
た
場
合

Ｑ
基
準
日
（
平
成
26
年
１
月

１
日
）
の
翌
日
以
降
に
引

っ
越
し
た
場
合
、
給
付
金
の
受

け
取
り
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ
具
体
的
な
手
続
き
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、基

準
日
時
点
で
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。な
お
、
申
請
期
間
は
市
区
町

村
で
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

Ｑ
基
準
日
（
平
成
26
年
１
月

１
日
）
以
降
に
死
亡
し
た

方
は
、
支
給
の
対
象
に
な
り
ま

す
か
。Ａ

基
準
日
以
降
、
大
仙
市

で
支
給
決
定
し
た
日
の

前
日
ま
で
に
死
亡
し
た
方
に
つ

い
て
は
、
支
給
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

Ｑ
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」
で
児
童
の
取
り
扱

い
は
ど
う
違
い
ま
す
か
。

Ａ
平
成
26
年
度
の
市
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
お
子
さ

ん
は
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給

対
象
児
童
と
な
り
、
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
支
給
対

象
児
童
か
ら
は
除
か
れ
ま
す
。

Ｑ
私
は
市
民
税
が
非
課
税

な
の
に
、非
課
税
通
知
書

兼
申
請
書
が
届
い
て
い
ま
せ
ん

が
ど
う
し
て
で
す
か
。

Ａ
あ
な
た
を
扶
養
等
し
て

い
る
方
が
市
町
村
民
税

課
税
者
の
場
合
、
支
給
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

よ
く
あ
る
質
問

お知らせします ２つの給付金。
̶「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」―

平 成26年４月１日から消費税率が８％に引き上げられたことに伴う経済的負
担を緩和するため、平成26年度市民税非課税者には「臨時福祉給付金」が、児

童手当受給者には「子育て世帯臨時特例給付金」が給付されます。
　これらの給付金は、基準日である平成26年１月１日時点で住民票のある市区町村
から給付されます。給付を受けるためには申請手続きが必要です。17ページの表を
参考に申請手続きを行ってください。

お知らせします ２つの給付金。
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「申請方法」に関する問い合わせ
　臨時福祉給付金……………………  社会福祉課 ☎0187-63-1111 内線175
　子育て世帯臨時特例給付金  ……  児童家庭課 ☎0187-63-1111 内線129・150
「税の扶養」に関する問い合わせ……  税務課　　 ☎0187-63-1111 内線107・179
「制度」に関する問い合わせ………… 厚生労働省「２つの給付金」専用ダイヤル ☎0570-037-192
「２つの給付金」ホームページ……… http://www.2kyufu.jp/

区分 臨時福祉給付金 子育て世帯臨時特例給付金

支給対象者

平成26年度の市民税が課税されていない方
※ 市町村民税が課税されている方の扶養親族等
になっている方、生活保護の受給者と中国残留
邦人等に対する支援給付の受給者は除きます。

基準日（平成26年１月１日）における平成26年１
月分の児童手当（特例給付を含む）の受給者であっ
て、平成25年の所得が児童手当の所得制限額に
満たない方

支給額

一人につき 10,000円
※ 加算対象者に該当する場合、一人につき5,000円を
加算

【加算対象者】
次のいずれかに該当する方
① 老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等
の受給者で、平成26年３月分の受給権があり、
４月分または５月分の年金の支払いがある方
② 児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者で、
平成26年１月分の手当等を受給している方

対象児童１人につき10,000円
【対象児童】
支給対象者の平成26年１月分の児童手当（特例給
付を含む）の対象となる児童。
ただし、臨時福祉給付金の対象者と生活保護受給
者等は除きます。

申請受付期間 平成26年７月１日（火）～平成26年10月１日（水） ※詳細な日程については後ほどお知らせします。

申請方法

　対象となる方には市役所から申請書が送られ
ますので、記入・押印し、下記の必要書類を添付し
て申請してください。
　申請は、大曲庁舎や各支所の窓口で受け付けし
ます。詳しくは申請書に同封しているお知らせを
ご覧ください。

　対象となる方には市役所から申請書が送られ
ますので、記入・押印し、下記の必要書類を添付の
上、同封の返信用封筒で郵送してください。
　ただし、公務員の方には職場から申請書が交付
されます。申請は、下記の必要書類を添付し、大曲
庁舎や各支所窓口で受け付けします。

必要書類

■申請書（必要事項を記入し、押印したもの）
■本人確認書類 ※全員の分が必要です
■指定した口座が確認できる書類

【市から児童手当を受給している方】
■申請書（必要事項を記入し、押印したもの）
※ 転出等により口座変更している場合は、申請書
に指定口座を記入の上、本人確認書類と指定し
た口座が確認できる書類を添付してください。

【公務員の方】
■申請書（必要事項を記入し、押印したもの）
■ 児童手当（特例給付）受給状況証明書（職場から
交付されたもの）
■本人確認書類
■指定した口座が確認できる書類

※ 本人確認書類…住民基本台帳カード、運転免許証、健康保険等の被保険者証等の写し（コピー）のい
ずれか
※  指定した口座が確認できる書類…金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）がわかる通帳やキャッ
シュカードの写し（コピー）

給付金振込先 申請書に記載した指定口座
※現金払いは行いません。

市から児童手当を受給されている方は、原則とし
て児童手当振込口座 ※現金払いは行いません。

その他
○申請は平成26年１月１日時点で住民票のある市区町村で行ってください。
○受給できる給付金は「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」のうち、どちらかひとつです。
○配偶者等からの暴力を理由に避難している方は別途問い合わせください。

【表】
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【だいせんニューストピックス】

　「こころのプロジェクト『夢の教室』」が５月13日から
の３日間、市内の４小・中学校で行われました。
　市教育委員会がプロスポーツ選手や芸術家との交流
を通じて夢をもつことの素晴らしさと、夢の実現に向
かって努力することの大切さについて考えるきっかけ
づくりとして継続的に実施。今回は元サッカー選手の
都築龍太さん、元アイスホッケー選手の髙橋一馬さん、
元陸上競技選手の市橋有里さんを講師に迎えました。
　参加した児童生徒は、体育館で走ったりボール遊び
をしたりと一流アスリートとのゲーム形式の運動を通
してチームワークの大切さを学びながら交流を楽しん
だほか、教室で行われた授業では、アスリートが試練を
乗り越えて夢を手にするまでのエピソードを披露。大き
な夢を実現させるために、小さな目標をコツコツと達成
しながら自分のレベルを上げていこうと、子どもたちに
夢に向かって努力を重ねることの大切さを伝えました。

▼ 新緑の中を爽快な表情で歩く参加者

　川口渓谷遊歩道開きウオーキングが５月３日、およ
そ60人が参加し行われました。
　太田の川口渓谷遊歩道は、平成18年に大規模な法面
崩落が発生し通行止めとなっていましたが、復旧工事
を進め23年10月に歩行者専用の遊歩道として開放。昨
年には遊歩道内の北の又沢に休憩所が完成しました。
　この日は、かぶり岩遊歩道入口から北の又沢休憩所
までの往復およそ４キロを散策。参加者は、所々に咲
く山桜と新緑に囲まれた川口渓谷を満喫し、爽快な汗
を流しました。

川口渓谷遊歩道開きウオーキング
山桜と新緑の川口渓谷を歩く

　大仙市小学生野球教室が４月26日、大曲球場で行わ
れ市内スポーツ少年団の野球チーム５団体の小学生
と指導者およそ120人が参加しました。
　指導したのは、元大洋で野手の近藤昭仁さん、元ロ
ッテで投手の八木沢荘六さん、元巨人で野手の駒田
徳広さん。参加した子どもたちに走塁やキャッチボー
ル、守備や打撃の基本技術を指導しました。
　打撃指導では、現役時代に通算2,006安打を放った
駒田さんが「素振りは必ず投手の球筋と打球の行方を
イメージすること」「自分の最大限の力をバットに伝
えられるポイントを見つけること」などとアドバイ
ス。自らお手本を
示しながら子ど
もたちに指導し
ました。

大仙市小学生野球教室
元プロ野球選手３人が丁寧に指導

▶ 子どもたちに熱
心に指導する駒
田さん

1 マラソン競技本番でのランナーのスピードを子どもたちに
体験してもらう市橋さん（協和中学校・５月15日）

2 ボールを使ったゲームで子どもたちと一緒に作戦を練る都
築さん（内小友小学校・５月13日）
3 子どもたちに夢を実現させるまでの経験談を語る髙橋さん
（西仙北小学校・５月14日）

1 

2 

3

こころのプロジェクト「夢の教室」
夢を追い続けることの大切さを学ぶ
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　第９回余目さくら花火鑑賞会が４月26日、大曲地域
内小友の余目公園で開かれました。
　鑑賞会は、地元住民で組織する実行委員会（加藤秋雄
委員長）が地域の憩いの場である余目公園を活用し、住
民の融和と地域活性化を図ろうと市町村合併後の平
成18年から継続的に開催しているイベント。夜桜見物
と花火鑑賞が一緒に楽しめる、と地域内外に広く知ら
れるようになりました。
　天候に恵まれた今回の鑑賞会では、和太鼓演奏や

歌謡ショーなどのステ
ージ発表がイベントを
盛り上げたほか、園内に
植栽された桜の花々と
1,000発の打ち上げ花火
が、市内外から訪れた多
くの来場者の目を楽し
ませてくれました。

余目さくら花火鑑賞会
桜の季節に花火を楽しむ

◀ 色とりどりの花火が打ち
上げられた余目さくら花
火鑑賞会

　第15回大仙市教職員研究集会が４月28日、大曲市民
会館で開かれ、市内の小・中学校に勤務する教職員や
関係者などおよそ560人が出席しました。
　集会は市教育委員会が主催。教職員が今年度の方針
の共通理解を図るとともに、各学校で進めている特色
ある取り組みを学び、学校教育の一層の充実につなげ
るための機会として毎年実施しています。
　集会では、西仙北中学校の生徒が去る１月に市内全
中学校の合同の取り組みとして初めて開催した中学
生議会について発表。また、平和中学校の生徒が東日
本大震災の被災地支援交流活動や災害発生に備えた
避難所開設訓練などの体験談を語るなど、学校の取り
組みについて中学生目線で意見を述べました。

大仙市教職員研究集会
学校の特色ある取り組みを学ぶ

▼ 中学生議会開催の経緯について発表する西仙北中の生徒

　大仙仙北塗装業組合（戸嶋克組合長）のボランティア活
動が５月14日、西仙北地域の大佐沢公園で行われました。
　ボランティア活動は、大仙市・仙北市・美郷町の塗装
業者で組織する同組合が職人の技術と経験を生かし
地域に奉仕しようと、市内の学校や公民館、公園など
の公共施設を対象に毎年実施しているもの。参加した
組合員23人は園内に設置されているブランコやすべ
り台などの遊具、トイレの壁、ベンチのさびを丁寧に
落とし、新たに塗装を施しました。参加者は「技術を生
かしたボランティア活動ができてうれしい」と話して
くれました。

大仙仙北塗装業組合がボランティア活動
職人技で公共施設をピカピカに

▲トイレの色あせた壁を持ち前の技術で塗り替えする参加者

表彰・感謝状功績をたたえて-　　
おめでとうございます

　平成25年度大仙市スポーツ少年団表彰式が４月
20日、大曲のグランドパレス川端で行われました。
　同表彰は、市内のスポーツ少年団の運営に携わ
り、スポーツ活動を通じて子どもたちの健全育成
に尽力されている指導者の方々を表彰する制度
です。
　今年度表彰を受けた方々は次のとおりです。
［写真左から］高野幸喜さん＝大曲＝（ジュニアソフ
トテニス）、菊地國幸さん＝同＝（同）、高橋朝夫さん
＝中仙＝（バレーボール）、齊藤博さん＝神岡＝（空手道）

子どもたちの健全育成への貢献を表彰
　大仙市スポーツ少年団表彰
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　ライオンズクラブ国際協会
332－F地区（伊藤稔ガバナー）か
ら旧池田氏庭園正門前に石碑
を寄贈いただきました。
　寄贈品は、幅150㌢・高さ120
㌢（台座部分を除く）で、黒御影
石と白御影石製。石碑には、江
戸時代末期から明治時代初期
を生き、農業と教育に精励し、
その後の池田家繁栄の礎を築
いた第11代当主・池田文八郎の
言葉が刻まれています。

ＬＣ国際協会332－F地区
-旧池田氏庭園記念碑-

　国際ソロプチミスト大曲（茂
木優子会長）が市に電子ピアノ
１台・ミュージックベル23音・
パーテーション１枚を寄贈し
ました。
　同会の会員が日常の買い物
で貯まるポイントを集めて購入
し、市子ども・若者総合相談セ
ンターで役立ててもらおうと寄
贈。寄贈品は施設利用者の一日
も早い社会復帰を願い心の和
らぐものを、と選んだものです。

国際ソロプチミスト大曲
-電子オルガンほか２品目-

　大仙市商工会女性部（伊藤ま
り子部長）が同会所管区域内の
小学校１年生に340本の黄色
い傘を寄贈しました。
　同会が新入学児童の雨天時
の交通安全を願い寄贈。車から
も目立つ黄色の傘は、一部が透
明で前を確認することができ
ます。５月21日に仙北地域の横
堀小学校で贈呈式が行われ、
その他の小学校には各地域の
公民館を通して贈られました。

大仙市商工会女性部
-黄色い傘340本-

▼ 第11代池田家当主の文八郎氏の言
葉が刻まれた石碑

▼ 栗林市長に目録を手渡す茂木会
長（写真左）

▼ 傘のプレゼントを喜ぶ横堀小の
児童（写真左端が寄贈品の傘）

▼ 地域の交流の場として親しまれている「のびのびらんど」

　市民交流プラザのびのびらんど（佐藤力代表）の開設10
周年を祝う集いが５月10日、大曲地域の花火庵で行わ
れ、同会会員や市関係者などおよそ50人が出席しました。
　のびのびらんどは、花火通り商店街にある花火庵で
作品展示や講座などさまざまな催しを企画し、人の交
流を生み出す活動を行っています。
　伊藤八重子副代表は「何をすれば人が来てくれるの
か、喜んでもらえるのかを毎日考えてきた。一生懸命
やっていれば分かってくれる人がいて助けてくれる
人がいる。これからもこの場所の大切さを考えて頑張
っていきたい」とこれまでの活動を振り返り、支えて
くれた方々への感謝の言葉を述べました。

のびのびらんど開設10周年記念式典
これからもたくさんの人の交流の場に

　第１回太田黄桜まつりが５月３日から11日まで太
田交流の森（大台スキー場）で行われました。
　大台スキー場横、全長630㍍の区間に咲く207本の
黄桜。この貴重な黄桜並木をはじめ、川口渓谷など太
田四季の村周辺の豊富な観光資源を活用し、新たなに
ぎわいを創出しようと、太田を元気にする会（根本昇会
長）がまつりを企画し今年初めて開催しました。
　最終日の５月11日には、自然体験型イベントのほ
か、地元産牛肉や野菜、手打ちそばの販売、購入した肉
や野菜をその場で食べられるバーベキュースペース
の開設などの催しが行われ、多くの家族連れでにぎわ
いました。

太田黄桜まつり
清々しい太田の自然を満喫

▲多くの家族連れでにぎわった太田黄桜まつり



Daisen City Public Relations 2014.521

大曲 大仙市民プール
６月20日から利用開始

■ 利用期間／６月20日（金）から９
月10日（水）まで
■ 利用時間／午前10時～正午、午
後１時～３時、午後４時～６時

■ 利用料金／【市内在住の方】幼
児・小中学生無料、高校生以上100
円【市外在住の方】幼児無料、小中
学生100円、高校生以上210円

 ※小学２年生以下は保護者の同伴必要
■休業日／８月13日（水）・23日（土）
【問い合わせ】
　大曲スポーツクラブ（大曲体育館内） 
 ☎0187-63-1122

仙北 食べてやせるダイエットからだづくり無料講座
　夏を迎える前に健康的なダイエ
ット方法を学びます。動きやすい
服装でお越しください。
■日時／６月29日（日）

午前10時～（２時間程度）
■会場／仙北ふれあい文化センター
■定員／30人
■ 申し込み方法／仙北ふれあい文
化センターの窓口か電話で申し込み
■講師／髙田理さん（たかだ整骨院長）
【問い合わせ・申し込み】
 仙北ふれあい文化センター
 ☎0187-69-3333

中仙 大仙市さつき愛好会さつき展
　大仙市さつき愛好会の会員が丹
誠込めて育てたサツキを展示しま
す。さまざまな枝ぶりに色とりど
りの花を咲かせたサツキをお楽し
みください。
■期日／６月14日（土）・15日（日）
■時間／午前９時～午後４時
■会場／道の駅なかせん
■入場料／無料
【問い合わせ】
 道の駅なかせん ☎0187-56-4515

仙北 大仙市仙北華道連盟第29回いけばな展
　「花のある暮らし」をテーマに古
民家に花を生けます。
■期日／６月７日（土）・８日（日）
■時間／午前９時～午後４時
■会場／まがり家みずほの家

（柵の湯隣り）
■入場料／無料
【問い合わせ】
 大仙市仙北華道連盟 藤谷さん
 ☎0187-69-3278

協和 一緒に歌いませんかKMC合唱団員募集
　第19回きょうわミニコンサート
でドレミの歌やエーデルワイスな
どを一緒に歌ってくれる出演者を
募集します。練習を行っています
ので詳細は問い合わせください。
■ 対象／年長から中学生までの子
ども、大人

■日時／11月９日（日）午後２時～
■会場／協和市民センター（和ピア）
■出演料／1,000円※子ども2,000円

（楽譜、会場費など）
【問い合わせ・申し込み】
 伊藤さん ☎018-892-3603

協和 墨の濃淡を味わう「游
ゆ う

墨
ぼ く

会
かい

」水墨画展
　協和地域で水墨画に取り組む「游
墨会」会員の力作をお楽しみください。
■期日／６月29日（日）まで※月曜除く
■時間／午前９時30分～

午後４時30分
■会場／くらしの歴史館

（旧峰吉川小学校）
■入場料／無料
【問い合わせ】
 総合民俗資料交流館「くらしの
 歴史館」 ☎018-895-2220

中仙 体も心もリラックス気功教室
　気功は、ゆったりとした動作の
運動と自然な呼吸法で行います。
日常生活に活力と自然治癒力をよ
みがえらせませんか。
■期日／毎週水曜日
■時間／午前10時～正午
■会場／中仙市民会館（ドンパル）
■受講料／月3,000円
【問い合わせ・申し込み】
 気功教室 荒木田さん
 ☎0187-43-0993
 ☎080-1829-0129

自
慢
の
お
酒
と
花
火
を
堪
能
く
だ
さ
い

第
９
回 

楢
岡
さ
な
ぶ
り
酒
花
火

■時間／
 【ふるまい酒・

舞台発表ほか】午後４時～
 【花火観賞会】午後７時40分～
■会場／南外ふれあいパーク

（南外体育館前）

【問い合わせ・申し込み】
 楢岡さなぶり酒花火実行委員会
 （大仙市商工会神岡支所内）
 ☎0187-72-4028

6月7日  土
約1,000発打ち上げ

地域情報
知って　　  する
得



５月号・５月号お知らせ版へのお便り

内訳／　感想40

今回寄せられたのは　40通

お便りお待ちしています
「お便り広場」は皆さんのページです。
市政に対する質問・意見など、皆さんの
遠慮のない声をお聞かせください。
宛先はこちら
〒014-8601
だいせん日和「お便り広場」係
住所、氏名、年齢を明記の上、手紙・はがき、
ファクス（0187-63-1119）またはEメール
（kouhou@city.daisen.akita.jp）で送ってく
ださい。Eメールの場合は件名に「お便
り広場」と記入してください。
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みんなで参加！地域を元気に
！今年の対戦相手は「愛知県碧

へ き

南
な ん

市」

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
っ
て
　

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」は
毎
年
５

月
の
最
終
水
曜
日
に
、
人
口
規
模

が
ほ
ぼ
同
じ
自
治
体
同
士
が
、
午

前
０
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
間

に
、
15
分
以
上
継
続
し
て
何
ら
か

の
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
住
民

の「
参
加
率（
パ
ー
セ
ン
ト
）」を
競
い

合
う
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
も
ち

ろ
ん
、
職
場
や
学
校
、
広
場
、
自
宅

な
ど
、ど
こ
で
も
ど
ん
な
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
で
も
、
15
分
以
上
続
け
れ

ば
Ｏ
Ｋ
。運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
と

は
こ
の
広
報
紙（
だ
い
せ
ん
日
和
５
月

号
お
知
ら
せ
版
）
と
一
緒
に
配
布
さ

れ
る
チ
ラ
シ
を
参
考
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
総
合
集
計
所
、
ま
た
は
各

地
域
の
公
民
館
に
ご
報
告
く
だ
さ

い
。皆
さ
ん
の
報
告
を
集
計
し
「
参

加
率
」
を
決
定
。対
戦
す
る
自
治
体

と
の
勝
敗
が
決
ま
り
ま
す
。

　
今
年
の
対
戦
相
手
は
愛
知
県
碧

南
市
。県
庁
所
在
地
の
名
古
屋
市

か
ら
南
へ
約
40
キ
ロ
に
位
置
す

る
、
人
口
お
よ
そ
７
万
２
千
人
の

工
業
が
盛
ん
な
ま
ち
で
す
。

ど
ん
な
ひ
と
が
　
　
　
　
　

　
　
　
　 

参
加
で
き
る
の
？

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
当
日
は
市
内

在
住
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、「
大
仙

市
内
で
体
を
動
か
し
た
方
」
全
て

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
　
　
　
　
　

　
　
　
　
す
れ
ば
い
い
の
？

　
15
分
以
上
の
運
動
で
あ
れ
ば
、

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
当
日
に
市
内

各
地
域
で
開
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

の
ほ
か
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
よ
う
な

趣
味
や
習
慣
と
し
て
行
っ
て
い
る

運
動
で
も
結
構
で
す
。

　
ま
た
、
徒
歩
や
自
転
車
で
通
勤

通
学
し
て
い
る
方
は
、
目
的
地
ま

で
の
移
動
時
間
が
15
分
以
上
で
あ

れ
ば
運
動
し
た
と
み
な
さ
れ
ま

す
。農
作
業
や
散
歩
、シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
ウ
オ
ー
ク（
商
業
施
設
内
を
巡
り
歩

く
こ
と
）
な
ど
を
15
分
以
上
継
続
し

て
行
っ
た
場
合
も
、
運
動
し
た
も

の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
の
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
魅
力
で
す
。チ

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
て
み
ん
な

で
大
仙
市
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

チャレンジデー2014
【問い合わせ】大仙市チャレンジデー実行委員会事務局（スポーツ振興課内） ☎ 0187-63-1111（内線343）

▶▶▶平成26年５月28日（水）午前０時〜午後９時 全国一斉開催！

み
ん
な
で
作
っ
た
こ
い
の
ぼ
り

僕
ら
が
い
っ
ぱ
い

泳
が
せ
て
あ
げ
る
ね

手作りのこいのぼりを泳がせよう（４月22日・すくすくだけっこ園）

広
報
だ
い
せ
ん

び 　　　  よ     り

おおきなせなかに ̶ 夢を乗せ未
あ

来
す

に羽ばたく元気なまち

だいせん日和
2014

5月
vol.218和和

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
紙
面
の
都
合
で
全
て
の
お
便
り
を
掲
載

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

大
綱
の
里
に
寄
る
と
き
が
あ
り

ま
す
。店
内
も
き
れ
い
で
お

い
し
い
漬
け
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
の
レ
シ
ピ
が

あ
れ
ば
作
っ
て
み
た
い
で
す
。

　
協
和　
50
代
女
性

意
外
と
言
え
ば
失
礼
で
す
が
、私

は
担
当
者
コ
ラ
ム「
今
日
も
だ

い
せ
ん
日
和
」
を
い
つ
も
楽
し
み
に

読
ん
で
い
ま
す
。担
当
者
の
人
柄
を

垣
間
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
幅
広
い
洞
察
力
で
、

よ
り
多
く
の
情
報
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

大
曲　
50
代
男
性

来
年
８
月
の
開
局
を
目
指
し
て

い
る「
大
仙
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
」
が
楽
し
み
で
す
。ラ
ジ
オ
が
大

好
き
で
毎
日
聴
い
て
い
る
の
で
、
開

局
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

神
岡　
20
代
女
性

大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
が
で

き
、い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
一
カ

所
に
ま
と
ま
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
一

番
便
利
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。今

後
、南
街
区
が
整
備
さ
れ
、よ
り
一
層

発
展
し
、
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
く

れ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

西
仙
北　
50
代
女
性

狂
犬
病
予
防
接
種
の
案
内
が
あ

り
ま
し
た
。飼
い
主
の
方
々
に

は
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
散
歩
や
飼
い
方

を
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。犬
は
悪

く
な
い
の
で
す
。飼
い
主
さ
ん
で
犬

の
印
象
が
決
ま
り
ま
す
。

太
田　
30
代
女
性

大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
を
中

核
と
す
る「
北
街
区
」の
特
集

は
大
変
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。来

年
完
成
の
南
街
区
と
合
わ
せ
た「
大
曲

ヒ
カ
リ
オ
」が
市
街
地
発
展
の
起
爆
剤

に
な
る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

西
仙
北　
70
代
男
性

以
前
は
じ
っ
く
り
と
読
む
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
の
情
報
に
興
味

を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
広
報
に
ゆ
っ

く
り
と
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。参
加
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
載
っ

て
い
る
と
う
れ
し
く
て
家
族
に
話
し

た
り
、
自
分
が
載
っ
た
広
報
を
今
も

保
管
し
て
い
た
り
し
ま
す
。

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
の
で
、
今
は

子
育
て
関
連
の
話
題
に
興
味
関
心
が

あ
り
ま
す
。
年
齢
や
環
境
が
変
わ
る

こ
と
で
広
報
の
読
み
方
も
変
わ
っ
て

い
く
ん
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
ま
た
自

分
の
生
活
に
合
わ
せ
た
ス
タ
イ
ル
で

毎
号
読
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
曲　
20
代
女
性

近
く
に
直
売
所
が
あ
っ
て
重
宝

し
て
い
ま
す
。小
笠
原
友
子
さ

ん
の
笑
顔
も
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
に
染

み
込
ん
で
い
ま
す
ね
。こ
れ
か
ら
も

期
待
し
て
い
ま
す
。西

仙
北　
60
代
女
性

４
月
か
ら
自
分
の
自
由
時
間
が

多
く
な
り
ま
し
た
。情
報
交
差

点
や
地
域
情
報
を
楽
し
み
に
読
み
、さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
参
加
し
た
い
で
す
。

西
仙
北　
70
代
男
性

最
初
に
目
に
付
い
た
元
気
な
子

ど
も
た
ち
の
写
真
。こ
の
ま
ま

素
直
で
優
し
い
心
の
持
ち
主
と
し
て

育
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

大
曲　
60
代
男
性

北
街
区
の
全
貌
を
初
め
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

循
環
バ
ス
の
路
線
も
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。だ
い
せ
ん
日
和
を
見
る
た
び

に
大
仙
市
民
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し

ま
す
。良
き
市
民
で
あ
り
た
い
で
す
。

大
曲　
70
代
女
性

大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
が
で

き
て
い
く
様
子
が
す
ご
か
っ

た
で
す
。毎
号
読
み
や
す
く
分
か
り

や
す
い
た
め
に
な
る
情
報
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
曲　
20
代
男
性

大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
が
郊

外
で
は
な
く
駅
前
に
で
き
た

こ
と
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。福
祉
・
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
併
設
さ
れ
、
他
に

は
な
い
施
設
だ
と
思
い
ま
す
。

協
和　
40
代
女
性

大
仙
市
を
紹
介
す
る
番
組
で
、国

際
結
婚
さ
れ
て
い
る
ご
家
族

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
秋
田

弁
を
話
す
方
で
す
っ
か
り
大
仙
市
に

な
じ
ん
で
い
ま
し
た
。市
内
に
住
ん

で
い
る
外
国
人
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
曲　
40
代
女
性

22

お便りお待ちしています
「お便り広場」は皆さんのページです。
市政に対する質問・意見など、皆さんの
遠慮の
宛先はこちら
〒014-8601
だいせん日和「お便り広場」係
住所、氏名、年齢を明記の上、手紙・はがき、
ファクス（0187-63-1119）またはEメール
（kouhou@city.daisen.akita.jp
ださい。Eメールの場合は件名に「お便
り広場」と記入してください。



大
曲
農
業
高
校
の
家
庭
部
で
は
地

場
産
品
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ

た
い
と
、
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。そ
れ
が「
地
産
地
消
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト『
大
農
葉
・
菜
・
美
ピ
ザ
』」。

生
地
の
材
料
に
は
あ
き
た
こ
ま
ち
を
、

ピ
ザ
ソ
ー
ス
に
は
同
校
の
自
家
製
み
そ

を
使
用
。具
材
に
は
大
仙
市
で
採
れ
た

野
菜
な
ど
を
採
用
し
、生
地
上
に「
大
曲

の
花
火
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
色
合
い
で

配
置
す
る
な
ど
、
味
も
見
た
目
も
ふ
る

さ
と
秋
田
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

お
米
を
材
料
に
し
た
ピ
ザ
づ
く
り
を

始
め
て
か
ら
今
年
で
５
年
目
。同
部
で

は
、
地
場
産
品
の
良
さ
を
さ
ら
に
広
め

て
い
く
た
め
、
工
夫
と
改
良
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。現
在
は
、地
元
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
毎
月
１
回
店
頭
販
売
を
実

施
。４
月
の
販
売
で
は
限
定
40
食
の
ピ

ザ
が
完
売
す
る
ほ
ど
の
人
気
で
、
商
品

と
し
て
継
続
的
に
販
売
し
て
い
く
自
信

と
手
応
え
を
得
て
い
ま
す
。

　

同
部
が
新
た
な
展
開
と
し
て
目
標
に

し
て
い
る
の
は「
大
農
葉・菜・美
ピ
ザ
」を

「
大
仙
は
な
び
ピ
ザ
」に
し
て
ご
当
地
グ
ル

メ
化
す
る
こ
と
。「
大
曲
の
納
豆
汁
」を
お

手
本
に
、
だ
い
せ
ん
の
イ
チ
押
し
メ
ニ
ュ

ー
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
応
援
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
今
後
は
関
係
機
関
や
市
内

の
事
業
所
な
ど
に
働
き
か
け
て
い
く
予
定

で
す
。同
部
で
は
、
発
信
力
を
強
め
、
地
域

の
多
く
の
方
々
と
一
緒
に
、秋
田
の
味
・
だ

い
せ
ん
の
味
を
県
内
外
に
広
く
浸
透
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
部
員
は
現
在
８
人
。部
長
の
小
松
千
尋

さ
ん（
３
年
・
写
真
前
列
中
央
）は「
秋
田
の
お

米
の
お
い
し
さ
を
広
め
た
い
思
い
か
ら
始

ま
っ
た
取
り
組
み
。こ
れ
か
ら
も
地
場
産

食
材
へ
の
こ
だ
わ
り
を
大
切
に
し
た
い
」と

語
り
ま
す
。

　
「
大
農
葉・菜・美
ピ
ザ
」は
現
在
毎
月
第

３
土
曜
日
に
大
曲
の
タ
カ
ヤ
ナ
ギ
・
イ
ー

ス
ト
モ
ー
ル（
戸
蒔
）で
販
売
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

だいせんのキラメキ発掘！地域のとっておき情報を紹介します地
ち

域
い き

‘特
と く

鮮
せ ん

’

大曲農業高校家庭部の「大農葉
は

・菜
な

・美
び

ピザ」
～目指せ、ご当地グルメ化！～

【問い合わせ】大曲農業高校  ☎0187-63-2257

ピザ」

今月のレシピ当番は太田支部の
髙橋桂子さんです

今月のレシピ当番は太田支部の今月のレシピ当番は太田支部の今月のレシピ当番は太田支部の今月のレシピ当番は太田支部の

冷めてもおいしいので
お弁当にぴったりです

食生活改善推進協議会 ヘルスメイトさんの健康レシピ resipi.57

① 卵は炒り卵にする。ホウレンソウ
は茹でて、根元を切る。
② フライパンにサラダ油（分量外）を
熱し、鶏ひき肉を炒め、焼肉のタ
レ（大さじ１½）を加え汁気がなく
なるまで炒めて、ごま油を加え火
を止める。
③ ごはんに焼肉のタレ（大さじ２）、
ゴマ、ショウガを入れ、よく混ぜ合
わせる。「巻きす」にラップを敷き、
ごはんを均等に広げ、①、②が芯
になるように丸め、ラップの端を

絞って軽くしめる。
④ 豚もも肉を並べ小麦粉を付け、③
がはみ出ないように巻いていく。
⑤ フライパンにサラダ油を熱し、④
の継ぎ目を下にして全体を焼く。
焼色がついたらＡを加え、全体に
からませながら煮詰めていく。
⑥ 新タマネギはスライスし、水にさ
らす。ミニトマト、レタスは洗う。
カイワレは半分の長さに切る。
⑦ 粗熱がとれた⑤を一口大に切り、
レタスの上にのせ⑥を飾り完成。

【作り方】

【材料（４人分）】　　　   栄養価／１人分 464キロカロリー　食塩 2.0g
卵 ………………………… １ 個
ホウレンソウ…………… ½ 束
鶏ひき肉 ………………… 100ｇ
焼肉のタレ……………… 大さじ３½
ごま油…………………… 小さじ１
豚ももスライス ………… 300ｇ
小麦粉…………………… 適 量 
ごはん…………………… １合分
ゴマ ……………………… 大さじ１
ショウガのみじん切り  1 0 ｇ

新タマネギ……………… ¼ 個
カイワレ ………………… ½パック
レタス…………………… ２ 枚
ミニトマト……………… ８ 個
　 　 　
　　　だし汁…………… 100ml
　　　酒 …………………  50ml
　　　しょうゆ …………  25ml
　　　みりん……………  40ml
　　　砂糖……………… 大さじ２

Ａ

肉巻きごはん肉巻きごはん肉巻きごはん
～野菜とともに～

Daisen City Public Relations 2014.623
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大
曲
仙
北
医
師
会
か
ら
の
便
り

※「大曲仙北医師会」は、大仙市、仙北市、美郷町の医師で組織しています

Medical Chart  no.84

※「大曲仙北医師会」は、大仙市、仙北市、美郷町の医師で組織しています

あ
る
日
の
こ
と
、
緩
和
ケ
ア
科
に
紹

介
さ
れ
て
来
た
患
者
さ
ん
が
「
が

ん
と
言
わ
れ
、
抗
が
ん
剤
治
療
を
勧
め
ら

れ
ま
し
た
。昔
、が
ん
と
闘
っ
て
最
期
ま
で

苦
し
ん
で
逝
っ
た
人
を
身
近
に
見
て
い
ま

す
。こ
の
ま
ま
生
き
て
い
く
の
は
つ
ら
い

で
す
。ど
う
か
柔
ら
か
く
死
な
せ
て
く
だ

さ
い
。」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。緩
和
ケ

ア
は
、
重
い
病
を
抱
え
た
患
者
さ
ん
の
体

や
こ
こ
ろ
な
ど
の
つ
ら
さ
を
和
ら
げ
、
で

き
る
だ
け
自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
支
え
て
い
く
ケ
ア
で
、
命
を
縮
め
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、緩
和
ケ
ア
は
、が
ん
の
治
療
が
で

き
な
く
な
っ
て
か
ら
始
め
る
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。体
に
限
ら
ず
こ
こ
ろ
の
つ
ら

さ
が
大
き
い
と
、
が
ん
の
治
療
を
続
け
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、が

ん
と
診
断
さ
れ
た
と
き
か
ら
緩
和
ケ
ア
を

始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。前
述
の
患
者

さ
ん
は
、
緩
和
ケ
ア
科
の
外
来
へ
通
っ
て

い
る
間
に
、「
家
族
の
た
め
に
も
う
少
し

長
く
生
き
て
い
た
い
」と
話
し
、治
療
科
で

抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
ま
し
た
。

緩
和
ケ
ア
は
一
般
病
棟
で
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。症
状
緩
和
の

専
門
医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
、ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、管
理
栄
養
士
、リ
ハ
ビ
リ
専

門
職
な
ど
か
ら
な
る「
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
」

が
主
治
医
や
担
当
看
護
師
と
協
力
し
て
緩

和
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

　

緩
和
ケ
ア
を
専
門
的
に
行
う
病
棟
は

「
緩
和
ケ
ア
病
棟
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。緩

和
ケ
ア
病
棟
は
が
ん
の
治
療
を
行
う
と
こ

ろ
で
は
な
く
、体
や
こ
こ
ろ
の
つ
ら
さ
を
で

き
る
限
り
和
ら
げ
る
治
療
や
ケ
ア
を
提
供

す
る
病
棟
で
す
。緩
和
ケ
ア
病
棟
で
は
患
者

さ
ん
と
家
族
が
静
か
で
穏
や
か
な
環
境
で

生
活
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
オ
ー

プ
ン
と
同
時
に
緩
和
ケ
ア
病
棟
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。緩
和
ケ
ア
病
棟
は
ル

ー
フ
ガ
ー
デ
ン
に
面
し
て
お
り
、
天
気
の

い
い
日
に
は
ベ
ッ
ド
ご
と
ガ
ー
デ
ン
に
出

て
、
日
光
浴
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

手
入
れ
し
て
く
れ
て
い
る
バ
ラ
の
花
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。緩
和
ケ
ア
病
棟

へ
入
院
し
て
い
る
間
に
、
つ
ら
い
症
状
が

落
ち
着
い
た
と
き
に
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟

を
い
っ
た
ん
退
院
し
て
自
宅
で
過
ご
す
こ

と
も
可
能
で
す
。自
宅
に
い
て
、つ
ら
い
症

状
が
出
て
き
た
と
き
に
は
、
緩
和
ケ
ア
病

棟
へ
再
び
入
院
で
き
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
病
棟
で
は
談
話
室
の
大

き
な
窓
や
ガ
ー
デ
ン
か
ら
西
山

や
奥
羽
山
脈
の
山
並
み
が
見
渡
せ
、
季

節
の
移
ろ
い
を
感
じ
な
が
ら
、
患
者
さ

ん
と
家
族
が
い
っ
と
き
、
体
と
こ
こ
ろ

を
休
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

て
い
る
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
詳
し

く
知
り
た
い
方
は
、
担
当
の
主
治
医
や
看

護
師
ま
た
は
当
院
の
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
８
７
（
65
）
８
１
０
５
／
受
け
付

け
時
間 

月
〜
金
曜
日 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大曲仙北医師会
大曲厚生医療センター 緩和ケア科
秋山　博実　医師 
大曲通町８-65
0187--63--2111　

A Talk about 
“To support patients and a families"

患者さんと家族を支えるために
～がんと緩和ケア～
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☎0187-62-1015
☎ 0187-62-9301

☎ 0187-75-0476
☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信
健康は日々のチェックから

東部分室（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田）
西部分室（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外）
中央分室（大曲保健センター内／大曲） 
健康増進センター

Daisen City Public Relations 2014.625

　健診（検診）の申し込みをした方には、日程や健診内容、
健診料金等の詳細を通知しています。
　指定された日に受診できない方、または住んでいる地域
以外の会場で受診したいという方は、健診（検診）期間中で
あればどの会場でも受診できます。
　当日申し込みでも受診できますので、お住まいの地域の
健康増進センター各分室（中央・西部・東部）にご連絡ください。
◆期日・会場／

◆健診（検診）の内容／肺がん等検診、特定健診、後期高
齢者健診、30歳・35歳の血液検診、肝炎ウイルス検診、
前立腺がん検診、大腸がん検診

年に１回の健康チェック
６月・７月の健診（検診）日程

期日 会場 受付時間
６月30日（月）

太田保健センター
①午後１時15分

～２時
②午後３時

～３時45分

７月１日（火）
２日（水）
３日（木）
４日（金）
７日（月）
８日（火）
９日（水）
10日（木）
11日（金）
14日（月）
15日（火）

【太田地域】

期日 会場 受付時間
６月９日（月）

サン・ビレッジ中仙

①午後１時15分
～２時

②午後３時
～３時45分

10日（火）
11日（水）
12日（木）

中仙公民館
豊川分館13日（金）

16日（月）
17日（火）

中仙公民館
清水分館18日（水）

19日（木）
20日（金）

中仙農村環境改善
センター

23日（月）
24日（火）
25日（水）
26日（木）
27日（金）

【中仙地域】

定期予防接種の医療機関
接種できるワクチンを追加

　予防接種は感染症から子どもを守るために必要で
す。望ましい時期に実施医療機関で接種しましょう。
　新たに下記の医療機関で接種できるワクチンが追加
されました。実施医療機関と接種できるワクチンはお住
まいの健康増進センター各分室に確認してください。
※ 予防接種の種類によっては実施していない医療機関がありま
すので事前に確認が必要です。
◆医療機関／今村内科循環器科医院（仙北市）
◆追加された接種ワクチン／

二種混合（ジフテリア・破傷風）ワクチン

子宮頸がん・乳がん検診
無料クーポン券を再送付します

　がんによる死亡原因のうち、女性特有のがんの中で
は乳がんが１位、子宮頸がんが２位と、乳がん・子宮頸
がんにより多くの方が大切な命を失っています。女
性であれば誰でもかかる可能性がありますが早期発
見・早期治療により死亡率は大幅に低下します。
　国では、子宮頸がん・乳がん検診の受診率を向上さ
せ早期発見・早期治療に結びつけるため平成21年度か
ら５年間、特定の年齢の方を対象に無料で検診を受け
られるクーポン券を配布しました。
　しかし、無料クーポン券を利用しての検診受診率が
低かったため、平成21年度から24年度までの無料クー
ポン券送付の対象者で、クーポン券を利用して子宮頸
がん・乳がん検診を受診しなかった方へ再び無料クー
ポン券を送付しています。
※ 平成21年度以降に転入した方で転入前の市町村で無料クー
ポン券を利用していない方にも発行しますのでお住まいの

地域の健康増進センター各分室にご連絡ください。
【子宮頸がん検診無料クーポン】
 対象／昭和48年４月２日～昭和52年４月１日、昭和
53年４月２日～昭和57年４月１日、昭和58年４月２
日～昭和62年４月１日、昭和63年４月２日～平成４
年４月１日生まれで無料クーポン券未使用の方

【乳がん検診無料クーポン】
  対象／昭和28年４月２日～昭和32年４月１日、昭和
33年４月２日～昭和37年４月１日、昭和38年４月２
日～昭和42年４月１日、昭和43年４月２日～昭和47
年４月１生まれで無料クーポン券未使用の方
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各図書館問い合わせ
大曲図書館　☎0187-62-1012 協和図書館　☎018-892-3830
神岡図書館　☎0187-72-2501 南外図書館　☎0187-74-2130
西仙北図書館☎0187-75-0099 仙北図書館　☎0187-69-3334
中仙図書館　☎0187-56-7200 太田図書館　☎0187-88-1119

図書館情報BOOKs ６月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

 １日・日 市制施行記念駅伝競走大会
  秋田おばこ節全国大会
 ２日・月 市議会定例会（第１日）
 ３日・火 全国市長会（～４日・東京都）
 ４日・水 全国雪寒都市対策協議会（東京都）
 ７日・土 楢岡さなぶり酒花火・花火鑑賞会
 ８日・日 県南民謡選手権大仙大会
 10 日・火 市議会定例会（第２日）
 11 日・水 市議会定例会（第３日）
 17 日・火 大曲仙北雇用開発協会総会
 18 日・水 市議会定例会（第４日）
 20 日・金 仙北ふるさと会設立 20周年記念

式典
 21 日・土 NPO法人ほっと大仙設立 10周年

記念式典
 22 日・日 豊作祈願民謡さなぶりまつり
 23 日・月 雄物川流域活性化センター総会
 24 日・火 日赤大仙市地区総会
 27 日・金 市優良建設工事表彰式
 28 日・土 秋田県消防大会

市長交際費 （４月１日～30日）
摘 要 件 数 金   額
慶 祝 19 115,500 円
協 賛 0 0 円
弔 慰 3 30,000 円
合 計 22 145,500 円

※慶祝＝市長等が出席する行事の会費やお祝いなど
※協賛＝各種事業協賛金や各種大会市長賞および副賞 
 　　   など
※弔慰＝行政委員会の委員等、市政に深く関わりのある
　　   方や旧市町村の功労（績）者に対する香典など■各図書館イベント／

【おはなし会】
大曲 ６月４・11・18・25日（水）午後３時15分～
仙北 ６月14日（土）午前10時 30分～
協和 ６月21日（土）午前10時～
神岡 ６月21日（土）午前11時～
西仙北 ６月28日（土）午前10時～ 11時
【絵本となかよし会】
中仙（うさちゃんひろば）　６月20日（金）午前10時 30分～
【どんぐり文庫　おはなし会】
太田（敬愛館）　６月21日（土）午前９時30分～11時
■大曲図書館企画展／小・中学校、高校「教科書展示会」
期間／６月13日（金）から28日（土）まで
時間／午前９時～午後６時（最終日は午後４時30分終了）
■各図書館休館日／【６月】▼２日＝大曲、神岡、中仙、南外、仙北、太田▼４
日＝西仙北▼30日＝協和【７月】▼１日＝大曲、神岡、南外、太田▼２日＝
西仙北▼７日＝中仙、仙北▼28日＝協和

神岡図書館のおすすめ

悲しみは真の人生の始まり
柳田邦男／著（PHP 研究所）

５月３日に行われた川口渓谷遊歩道開きウオ
ーキングで、栗林市長と参加者全員で記念撮
影。休憩所がある北ノ又沢までの往復４㌔の道
のりを散策し、参加者と一緒に川口渓谷の新緑
を楽しみました。

　事件、事故、災害の現場で生と死を見つめ
てきたノンフィクション作家が、自らのあり
方を問い直した心の軌跡をたどります。次男
が自死を選び、脳死状態に陥った際に交わし
た深い心の対話。そして、悲しみの中で出会っ
た絵本が人間の心に必要な「救い」を与えてく
れると気付く―。どんな不条理なことが起こ
っても生き抜かなければならない、それぞれ
の人生をどう支えるかなどが丁寧に語られた、心に響く一冊です。

〈神岡図書館所蔵あり〉

ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。
希望する本がない場合は、図書館職員に声を掛けてください。
市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。６月

新着図書

小説・一般向け図書
○
女
の
い
な
い
男
た
ち
／
村
上
春
樹

○
天
地
雷
動
／
伊
東
潤

○
知
の
巨
人
／
佐
藤
雅
美

○
ゆ
ず
こ
の
形
見
／
伊
藤
た
か
み

○
貘
の
檻
／
道
尾
秀
介

○
忍
者
月
輪
／
津
本
陽

○
王
朝
小
遊
記
／
諸
田
玲
子

○
青
玉
の
笛
／
澤
田
ふ
じ
子

○
ケ
モ
ノ
の
城
／
誉
田
哲
也

○
紅
け
む
り
／
山
本
一
力

○
廉
恥
／
今
野
敏

幼児・児童向け図書
○
さ
る
・
る
る
る
・
る
／
五
味
太
郎

○
ひ
つ
じ
郵
便
局
長
の
ひ
み
つ
／
小
手
鞠
る
い

○
だ
い
す
き
、
で
も
、
ひ
み
つ
／
村
上
康
成

○
そ
こ
か
ら
逃
げ
だ
す
魔
法
の
こ
と
ば
／
岡
田
淳

○
り
ん
ご
の
花
が
さ
い
て
い
た
／
森
山
京

○
が
っ
こ
う
に
ヤ
ギ
が
き
た
！
／
長
谷
川
知
子

○
よ
か
っ
た
ね
、
カ
モ
の
お
ち
び
ち
ゃ
ん
／

ナ
ン
シ
ー
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー

○
大
き
く
な
る
っ
て
こ
ん
な
こ
と
！
／

ヘ
レ
ン
・
オ
ク
セ
ン
バ
リ
ー

○
へ
ん
し
〜
ん
ね
ず
み
く
ん
／
上
野
紀
子
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♥♥♥♥♥♥♥♥いきいき広場

中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
☎0187-63-1111内線 169

東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
☎0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
☎0187-87-3970

協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
☎018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）
☎0187-88-8030

介護予防に関する問い合わせは各高齢者あんしん相談室（地域包括支援センター）へ

介護保険事務所
 からのお知らせ

調査にご協力をお願いします
高齢者福祉全般に関するアンケート調査

　大曲仙北広域市町村圏組合と市では、平成26年度に
予定している「大曲仙北広域市町村圏組合第６期介護
保険事業計画」と「大仙市高齢者プラン」策定に向けた
アンケート調査を実施します。市に住民登録している
方の中から無作為に抽出された方にアンケート用紙
を送付し、高齢者福祉全般についてお伺いします。内
容は「日常生活圏域ニーズ調査」と「高齢者福祉と介護
保険に関する調査」の２つです。調査結果は、同計画と
プランの基礎資料として活用されます。

◆調査内容／
【日常生活圏域ニーズ調査】
　調査対象／市に住民登録している方で

要介護認定を受けていない65歳以上の方
【高齢者福祉と介護保険に関する調査】
　調査対象／市に住民登録している方で

要介護認定を受けている65歳以上の方
◆調査人数／各750人※無作為に抽出された方

【問い合わせ】
○日常生活圏域ニーズ調査
高齢者あんしん相談室（地域包括支援センター）中央
☎0187-63-1111内線167
○高齢者福祉と介護保険に関する調査
介護保険事務所企画管理班 ☎0187-86-3910

ご協力をお願いします

「
介
護
予
防
の
た
め
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

　
介
護
予
防
の
取
り
組
み
に
活
用
し
よ
う

　
介
護
予
防
と
は
「
元
気
な
人
は
な
る
べ
く

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
介
護
が

必
要
な
人
も
そ
れ
以
上
悪
化
さ
せ
な
い
よ

う
に
」す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
老
化
に
よ
り
体
の
機
能
が
衰
え
、
元
気
に

過
ご
す
こ
と
が
難
し
く
な
る
の
は
誰
に
で
も

起
こ
る
こ
と
で
す
。し
か
し
、元
気
な
う
ち
か

ら
積
極
的
に
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と

で
老
化
の
進
行
を
遅
ら
せ
、
元
気
な
生
活
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

元
気
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、ま
ず
は
自
分

の
日
常
生
活
や
運
動
機
能
、栄
養
状
態
、心

の
健
康
な
ど
心
身
の
状
態
を
確
認
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
心
身
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

介
護
予
防
の
取
り
組
み
に
利
用
し
て
も
ら

お
う
と
65
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の
要
支

援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
を

対
象
に
「
介
護
予
防
の
た
め
の
基
本
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
」を
送
付
し
ま
す
。チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
室
宛
に

返
送
さ
れ
た
方
に
は
、
結
果
と
そ
れ
に
基

づ
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介
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送
り
ま
す
。
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護
予
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の
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組
み
に
「
介
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の
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の
基
本
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ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
活

用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「介護予防のための
基本チェックリスト」

① 「介護予防のための基本チェックリス
ト」が郵送されます。（６月下旬予定）
② チェックリストには、50項目程度の
質問があります。「はい」「いいえ」な
ど、該当する方を選び答えます。

③ 記入後、返信用封筒で期日までに郵便
ポストに投函します。（切手は不要です）
④ チェックリストの結果に基づいたア
ドバイス票が郵送されます。（８月予定）

アドバイス票を参考に介護
予防に取り組みましょう

介護を必要とせずに、元気に高齢期を過ごすために
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シルバー人材センター無料講習会
緑地保全管理（B）講習
　造園の知識と技術を学びます。
◆対象／55歳以上の方でハローワ
ークに求職申し込みしている方 
※ 雇用保険を受給している方は求職活
動の実績になります。
◆期間／７月22日（火）から

30日（水）まで
◆会場／秋田県立農業科学館
◆定員／20人
◆申し込み方法／シルバー人材セ
ンターに用意している受講申込書
に必要事項を記入し、シルバー人材
センターまたは同連合会に本人が
持参してください。（郵送・FAX不可）
◆受講者の決定方法／受講申込書
に記載された就職意欲等により選
考の上、決定通知書を開講10日前
までに郵送します。
◆持参するもの／剪

せん

定
てい

ばさみ、刈
り込みばさみ
【問い合わせ・申し込み】
 大仙市シルバー人材センター
 ☎0187-62-4343
 秋田県シルバー人材センター
 連合会 ☎018-888-4680

相談は無料です
法務局夕方なんでも相談所
◆日時／６月12日（木）午後５時～
７時（午後６時45分受け付け終了）
◆会場／秋田地方法務局大曲支局
◆相談内容／登記、戸籍、供託、人
権などについて
◆相談方法／面接相談・電話相談
※相談は１人30分程度
【問い合わせ・相談電話】
 秋田地方法務局大曲支局
 ☎0187-63-2100

平成26年度
戦没者海外慰霊巡拝
　厚生労働省では、戦没者慰霊の
ため、遺族を対象に海外慰霊巡拝
を実施しています。参加を希望す
る方は問い合わせください。
◆実施地域／旧ソ連、中国東北部、
東部ニューギニア、インド、マリア
ナ諸島、トラック諸島、フィリピン、
マーシャル諸島、硫黄島など12地域
【問い合わせ】
 県福祉政策課保護・援護班
 ☎018-860-1319

事前に申し込みが必要です
高齢者の無料法律相談
①【大仙市社会福祉協議会

本所の相談日】
 日時／６月12日（木）
 相談員／草薙秀樹さん（弁護士）
②【大仙市社会福祉協議会

西仙北支所の相談日】
 日時／６月26日（木）
 相談員／河村憲史さん（弁護士）
◆対象／おおむね65歳以上の方
◆時間／午前10時～午後３時
◆定員／８人（相談は１人30分程度。
同じ相談内容は１人１回まで）
【問い合わせ・申し込み】
 ①大仙市社会福祉協議会本所
 ☎0187-63-0277
 ②大仙市社会福祉協議会
 西仙北支所 ☎0187-75-1145

お父さんの似顔絵を描いてみよう
絵画教室うさぎの芽
　父の日にプレゼントする似顔絵
を描いてみませんか。
◆対象／３歳から小学６年生まで
の子ども（保護者同伴）
◆日時／６月15日（日）

午後１時30分～
◆会場／はぴねす大仙
◆受講料／1,500円（材料費など）
【問い合わせ・申し込み】
  小山内さん ☎090-4297-1910
 http://www11.ocn.ne.jp/
 ~usagi-me/7201.html

技術習得と就業支援を目指して
網戸張替え講習会
◆対象／市に住民登録している方
で60歳以上の方
◆日時／６月27日（金）

午前９時～正午
◆会場／世代交流福祉施設・

鞠子苑（大曲須和町2-5-43）
◆定員／16人
◆参加費／無料
◆申込期限／６月20日（金）
◆持参するもの／網戸※１人２枚まで
【問い合わせ・申し込み】
 大仙市シルバー人材センター
 ☎0187-62-4343

安全に楽しみましょう
山菜採りの遭難に注意
　山菜採りの際は次のことに注意
し安全に楽しみましょう。
○ 行き先や帰宅の時間を家族に知
らせましょう。
○単独での入山を避けましょう。
○ 服装は白などの目立つ色にしま
しょう。
○ 携帯電話・非常食・熊よけの鈴・
ラジオを持ちましょう。
○ 迷ったときは歩き回らず救助を
待ちましょう。

【問い合わせ】
 総合防災課
 ☎0187-63-1111内線288・289

ひとり親家庭を対象にした
介護職員初任者研修講習会
◆対象／県内在住の母子家庭の母、
寡婦、父子家庭の父、寡夫で介護職
に就く意志のある方
◆期間／申し込みから約６カ月間
※実習は希望者のみ。
◆会場／ニチイ学館秋田校・

大曲教室（朝日町5-3）
◆定員／10人
◆受講料／12,000円（テキスト代）
◆申込期限／７月ごろ
※ 期限前でも定員になり次第締め切り
ます。詳細は問い合わせください。

【問い合わせ・申し込み】
  秋田県ひとり親家庭就業・
 自立支援センター  ☎018-896-1531
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「ふれあいの川美化」
自治会等への草刈り作業を委託
　県が管理する河川の草刈り作業
を自治会などに委託します。
◆対象／自治会、地域住民団体、ボ
ランティア団体、水利・森林組合など
◆委託区域／【中仙地域・斉内川】
新町橋から横町橋まで【中仙地域・
玉川】桧木内川合流点から大威徳
橋まで【協和地域・淀川】小黒川合
流点から荒川合流点まで、川口橋
上下流１㎞【南外地域・楢岡川】湯
元川合流点から中野橋まで【仙北
地域・丸子川】昭代橋から薬師橋ま
で、薬師橋から下川原橋まで
※その他一級河川
◆委託料／1,000㎡で28,500円

（200㎡増えるごとに2,800円加算）
◆申し込み方法／仙北地域振興局
建設部工務課に用意している申請
書に必要事項を記入し、提出
◆申込期限／７月31日（木）
【問い合わせ・申し込み】
 仙北地域振興局建設部工務課
 工務第２班 ☎0187-63-8127

良い香りに包まれて
春のばら祭り
　120種350本のバラが咲き誇るバ
ラ園をお楽しみください。
◆期間／６月７日（土）から

９日（月）まで
◆時間／午前９時～午後４時

（最終日は午後３時で終了）
◆会場／こもれびの杜（飯田堰東235）
【問い合わせ】
 大曲ばら会 鈴木さん
 ☎0187-63-7320

写真同好会「銀の会」
写真展
◆期間／６月11日（水）から22日
（日）まで※月曜を除く
◆時間／午前９時～午後４時
◆会場／産業展示館
【問い合わせ】
 女性センター ☎0187-62-1713

地域で子育て交流を楽しもう
はなだて広場に遊びにおいで
◆対象／市内の未就園児とその家族
◆日時／６月13日（金）

午前10時～11時30分
◆会場／花館公民館
【問い合わせ】
 佐藤久美子さん（主任児童委員）
 ☎0187-63-2013

水彩・油彩作品を中心に
第89回彩友会展
◆期間／６月19日（木）から

22日（日）まで
◆時間／午前９時～午後５時

※19 日は午前10時～
◆会場／大曲交流センター
【問い合わせ】
 彩友会事務局 播摩さん
 ☎0187-62-2603
 ☎090-1490-1150

奥羽本線で行こう
新庄市へのツアー参加者募集
　山形新幹線大曲延伸推進会議で
は、奥羽本線の利用促進と秋田県
内への山形新幹線延伸運動ピーア
ールのため、山形県新庄市への日
帰りツアーを企画します。
　「新庄市制65周年記念元気まつ
り」に参加して観光や買い物を楽
しみませんか。
◆期日／６月14日（土）
◆出発駅・時間／
○JR大曲駅・午前９時４分発
○JR横手駅・午前９時24分発
○JR湯沢駅・午前９時46分発
◆定員／30人
◆参加費／1,500円※子ども1,000円
（乗車券代・100円商店街の買い物券
1,000円分込み）
【問い合わせ・申し込み】
 （株）羽後交通観光湯沢営業所
  ☎0183-73-1151

映画を観るという被災地支援

日 本 を 照 ら し た 奇 跡 の 花 火
L IGHT  UP  N IPPONL IGHT  UP  N IPPONL IGHT  UP  N IPPON

ドキュメンタリー映画

チャリティー上映会を開催します

【問い合わせ】
 だいせん大曲フィルムコミッション（大曲商工会議所内） ☎0187-62-1262

　東日本大震災への追悼と復興の願いを込め、
被災した東北地方の太平洋側沿岸10カ所で2011
年８月11日、一斉に花火を打ち上げた「LIGHT UP 
NIPPON」プロジェクト。プロジェクトを手がけた高

田佳岳さんの講演と、準備から打上げまでに密着したドキュメンタリー映
画「LIGHT UP NIPPON－日本を照らした奇跡の花火－」の上映会を行います。
◆期日／６月27日（金）
◆時間／【講演会】午後６時～【上映】午後６時50分～（午後５時30分開場） 
◆会場／大曲市民会館・小ホール
◆チケット発売／６月２日（月）
◆チケット料金／【前売り】1,000円【当日】1,200円（小学生以下無料）
※収益の一部は被災地に寄付されます
◆チケット販売／カネトク卸総合センター（株）、市観光情報センター
（JR大曲駅構内）、商工観光課、大曲商工会議所、市観光物産協会（花火庵）、
市民活動拠点センター（Anbee大曲２階）
※ 商工観光課、大曲商工会議所、市観光物産協会（花火庵）、市民活動拠点センター
（Anbee大曲２階）は月曜から金曜日までの販売
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大仙市の行事予定
6月1日 日 ～15日 日

月9

金13

【問い合わせ】 
まるこのひろば（大花都市再生住宅１階）☎ 0187-63-2544

○体操教室…毎週月曜日（祝日を除く）午前10時～ 、午後１時30分～
○「みんなで歌おう！」の集い…毎月第３土曜日午後１時30分～

日時 事業名
21日（土）
13:30～

「みんなで歌おう！」の集い
（大きな声で、みんなスッキリ）

28日（土）
13:30～

「踊り：夏祭りを目指して」
（みんなでリズムに乗って夏祭りを楽しむために）

E INFO.EV   NTS
月の高齢者生活相談所イベント情報6

　未就園の子どもを対象にしたイベントをお知らせします。

E INFO.EV   NTS
月の子育てイベント情報6

ひろば名 日時 事業名

まるこのひろば
※水曜日を除く週６日開設

☎0187-63-2344
（大花都市再生住宅）

１日（日）
9:00～

身体測定
（午前中）

３日（火）
10:30～

歯みがきしよう！
（むし歯はごめん）

17日（火）
10:30～

一緒に遊ぼう！
（親子で交流を）

27日（金）
10:30～

誕生会
（６月生まれの子）

つなっこひろば
※木・金・土曜日開設
☎080-8214-8159

（西仙北中央公民館）

７日（土）
10:30～

お魚つれるかな
（魚つりゲームをして楽しむ）

28日（土）
10:30～

お誕生日会
（６月生まれの子）

うさちゃんひろば
※水・木・金・土曜日開設
☎080-2845-9267

（中仙市民会館（ドンパル））

26日（木）
10:30～ 七夕飾りをつくって遊ぼう

開催場所
（問い合わせ・申し込み） 日時 事業名 申込期限

サンクエスト大曲
（大曲南保育園）
☎0187-62-5733

５日（木）
10:00～

みんなであそぼう
お誕生会

３日
（火）

19日（木）
10:00～ みんなであそぼう 17日

（火）
大曲交流センター
（大曲南保育園）
☎0187-62-5733

26日（木）
10:00～

おかあさんと
リズムあそび

24日
（火）

すくすくだけっこ園
☎0187-72-2244

10日（火）
9:30～

みんなで遊ぼう、
身体計測、絵本ライブ

９日
（月）

みつば保育園
☎0187-87-7130

18日（水）
10:00～

手づくりおもちゃで
遊ぼう なし

なかせんワイワイ
らんど

☎0187-56-4139
10日（火）
9:30～

食育のお話
ワイワイらんど栄養士の

講話
なし

協和保育園
☎018-892-3426

11日（水）
10:00～

粘土でこねこね
しよう！

10日
（火）

つきの木こども園
☎0187-73-1088

13日（金）
9:00～

小麦粉粘土で
あそぼう！

12日
（木）

せんぼくちびっこ
らんどわかば園
☎0187-63-1143

11日（水）
9:30～

元気いっぱい外遊び
を楽しもう！ なし

おおたわんぱくランド
すくすく園

☎0187-86-9110
18日（水）
10:00～ 栄養士による講話 なし

水4

金6
木5

アンベーさ一緒にあんべ～（子育て・孫育て講座）①傘づくり
■午後２時30分～３時 30分
■市民活動交流拠点センター（Anbee大曲２階）

不登校・ひきこもりの相談は
大仙市子ども・若者総合相談センター「びおら」
大曲丸の内町１番 11-2
☎ 0187-66-1106午前９時～午後５時※年末年始を除く

biora@aqua.plala.or.jp

火3
ひだまりコーヒーサロン■午後１時～３時■大川西根公民館（100円）

人権・行政に関する悩み相談
■午前 10 時～午後３時■大曲交流センター

日6／ 1

歯  船木歯科医院（大曲）☎ 0187-63-0027

人権・行政に関する悩み相談
■午前 10 時～午後３時■西仙北高齢者ふれあいセンター、
中仙農村環境改善センター

第 10回市制施行記念駅伝競走大会
■午前８時～（開会式）■大曲体育館

大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時30分～午後４時30分
■【家庭系ごみ】66円／ 10㎏【事業系ごみ】133円／ 10㎏

第 26回秋田おばこ節全国大会
■午前９時～午後５時■大曲市民会館（1,000 円）

日15
歯  冨岡歯科医院（太田）☎ 0187-88-1123

旧池田氏庭園鑑賞講座※申込者のみ
■午前 10 時～ 11 時■旧池田氏庭園案内所「巨洲館」集合

土14 木村伊兵衛の足跡を巡る撮影会※申込者のみ
■午前 10 時 30 分～■大曲交流センター集合

日8 結婚応援相談会※申込者のみ
■午後４時～、午後４時45分～、午後５時30分～
■市民活動交流拠点センター（Anbee大曲２階）
歯  さくら歯科医院（仙北市）☎ 0187-54-2747

日曜日の消費生活相談
■午前 10 時～午後３時
■市民活動交流拠点センター（Anbee 大曲２階）

土7
発泡スチロール拠点回収（～８日） ▶ P.15
■市内各地域の回収場所
第９回楢岡さなぶり酒花火▶ P.21
■【ふるまい酒・舞台発表ほか】午後４時～
　【花火鑑賞会】午後７時 40 分～
■南外ふれあいパーク（南外体育館前）

○休日救急医療（日曜日・祝日・年末年始）
■医療機関／大曲厚生医療センター ☎ 0187-63-2111
■時間／午前９時～午後３時
○小児救急診療（日曜日）
■医療機関／大曲厚生医療センター☎ 0187-63-2111
■時間／午前９時～午後３時
○休日歯科当番医
■医療機関／行事予定表の　を確認してください
■時間／午前９時～正午
※ 休日歯科当番医は変更になる場合があります。受診前
に電話で確認してください。

歯 

月2
人権・行政に関する悩み相談
■午前 10 時～午後３時■神岡福祉センター、太田文化プラザ、
協和市民センター（和ピア）、南外公民館、市役所仙北庁舎
平成 26年第２回大仙市議会定例会（第１日）
■午前 10 時～■議場（大曲庁舎）

水11 平成 26年第２回大仙市議会定例会（第３日）
■午前 10 時～■議場（大曲庁舎）

火10 平成 26年第２回大仙市議会定例会（第２日）
■午前 10 時～■議場（大曲庁舎）

木12
韓国文化サロン▶ P.13
■午後２時 30 分～３時 30 分
■市民活動交流拠点センター（Anbee 大曲２階）
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今日も〝だいせん日和〟担当者コラム

●編 集 発 行 秋田県大仙市企画部総合政策課 ☎0187（63）1111（代表）
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●発 行 日 毎月２回（１日・16日）
●印 刷 株式会社 松本印刷

人　口 87,194 人     （-  45）

　男 40,876 人     （-  11）

　女 46,318 人 （-  34）

世帯数 31,169 世帯    （+   48）

出　生   36 人
死　亡   120 人
転　入   295 人
転　出   256 人

4/30現在※（ ）内は前月比

人口増減内訳

2014 夏 大仙市温泉共通入浴券
市内８つの温泉で利用できるお得な共通入浴券

ゆ

市内８つの温泉で利用できる「2014夏 大仙市温泉共通入浴券」を
６月１日から販売します。

地元の温泉でゆったりお得にくつろぎませんか。
【問い合わせ】 商工観光課 ☎0187-63-1111 内線249

奥羽山荘

中里温泉 さくら荘

柵の湯

南外
ふるさと館

ユメリア

利用できる８温泉施設

四季の湯

嶽の湯

毎
年
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
共
通
入
浴
券

を
販
売
し
ま
す
。販
売
価
格

は
２
０
０
０
円
で
、
最
大

２
５
０
０
円
も
お
得
で
す
。

９
回
分
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

お
得
な
チ
ケ
ッ
ト
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
販
売
期
間
／
６
月
１
日

（
日
）か
ら
７
月
31
日（
木
）

ま
で　

◆
販
売
価
格
／
２
０
０
０
円

 
（
最
大
４
５
０
０
円
分
）

◆
販
売
場
所
／
入
浴
で
き
る

８
つ
の
温
泉
の
フ
ロ
ン
ト

と
市
内
３
つ
の
道
の
駅（
か

み
お
か
、な
か
せ
ん
、協
和
）売

店
、
市
観
光
物
産
協
会（
花

火
通
り
商
店
街「
花
火
庵
」内
）、

市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー（
JR

大
曲
駅
２
階
）

◆
利
用
で
き
る
温
泉
施
設
／

 

か
み
お
か
温
泉「
嶽
の
湯
」、

西
仙
北
ぬ
く
森
温
泉
「
ユ

メ
リ
ア
」、八
乙
女
温
泉「
さ

く
ら
荘
」、
協
和
温
泉
「
四

季
の
湯
」、
松
木
田
温
泉

「
南
外
ふ
る
さ
と
館
」、史
跡

の
里
交
流
プ
ラ
ザ
「
柵
の

湯
」、「
中
里
温
泉
」（
新
館

浴
場
・
太
田
ふ
る
さ
と
館
）、川

口
温
泉「
奥
羽
山
荘
」

※
八
乙
女
温
泉「
さ
く
ら
荘
」は
、

入
浴
券
１
回
分
で
２
回
入
浴
で

き
ま
す
。

◆
利
用
期
限
／８

月
31
日（
日
）

数
字
が
苦
手
で
す
。お
お
ざ
っ
ぱ
な
性
格
も
手
伝
っ
て
、
計

算
の
単
純
ミ
ス
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
す
し
、
計
画
的
な
貯
金

や
買
い
物
も
昔
か
ら
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
で
も

仕
事
柄
、
数
字
に
は
敏
感
で
あ
り
た
い
と
常
に
心
が
け
て

は
い
る
の
で
す
が
…
▼「
数
字
は
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
」。以
前

参
加
し
た
広
報
担
当
者
の
研
修
会
で
講
師
の
方
が
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
た
言
葉
で
す
。広
報
紙
で
取
り
上
げ
る
ニ
ュ
ー
ス

記
事
は
新
聞
を
お
手
本
に「
５
Ｗ
１
Ｈ
」（
い
つ
・
ど
こ
で
・

だ
れ
が
・
な
に
を
・
な
ぜ
・
ど
の
よ
う
に
）の
要
素
を
組
み
合

わ
せ
て
構
成
し
て
お
り
、
こ
れ
が
ニ
ュ
ー
ス
の
最
小
単
位

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
数
値
情
報
を
効
果
的
に
盛

り
込
む
こ
と
で
記
事
の
説
得
力
が
高
ま
る
、
と
▼
数
字
に

は
怖
さ
も
あ
り
ま
す
。先
日
、
有
識
者
で
つ
く
る
「
日
本
創

生
会
議
」
が
発
表
し
た
「
福
島
を
除
く
東
北
５
県
で
将
来

１
３
７
市
町
村
が
消
滅
の
可
能
性
」
と
の
試
算
。数
字
と
し

て
突
き
つ
け
ら
れ
る
と
未
来
へ
の
漠
然
と
し
た
不
安
が
か

た
ち
と
し
て
姿
を
現
し
た
よ
う
で
、
重
苦
し
い
気
分
に
な

り
ま
し
た
▼
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
、
不
安
な
ニ
ュ
ー
ス
は
あ
り
ま

す
。そ
ん
な
雰
囲
気
を
吹
き
飛
ば
せ
る
よ
う
「
だ
い
せ
ん
日

和
」
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
元
気
で
明
る
い
笑
顔
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
な
数
字
を
集
め
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
（
き
）

地元の温泉で

お得にくつろごう
ったり


